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現
在
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変

化
に
伴
い
、「
朝
食
を
と
ら
な
い
」

「
不
規
則
な
食
事
」「
栄
養
の
偏
り
」

な
ど
の
食
生
活
の
乱
れ
に
よ
り
、

生
活
習
慣
病
や
肥
満
の
増
加
な
ど

の
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
国
で
は
、
６
月
を
「
食
育
月
間
」、

毎
月
19
日
を
「
食
育
の
日
」
と
定

め
、「
食
育
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

食
育
と
は
？

　
「
食
育
」
と
は
、
健
康
的
な
生

活
を
送
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

経
験
を
通
し
て
、「
食
」
に
関
す
る

知
識
を
「
育
む
」
こ
と
で
す
。

江
田
島
市
の
食
育
目
標

　

本
市
で
は
、「
第
３
次
健
康
江

田
島
21
計
画
（
第
２
次
江
田
島
市

食
育
推
進
計
画
）」
を
基
に
、
関

係
団
体
、
保
育
園
（
こ
ど
も
園
）、

学
校
、
行
政
機
関
な
ど
が
相
互
に

連
携
し
な
が
ら
、
食
育
の
推
進
に

努
め
て
い
ま
す
。

問保健医療課☎（４３）１６３９
江田島市食育キャラクター

もりもりぼうや

　
本
市
で
は
、
年
々
総
人
口
が
減

少
し
て
い
る
一
方
で
、
国
・
県
を

上
回
っ
て
少
子
高
齢
化
が
急
速
に

進
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、平
均
寿
命・

健
康
寿
命
は
国
・
県
と
比
較
す
る

と
男
女
と
も
短
く
、
死
因
と
医
療

費
の
上
位
を
生
活
習
慣
病
が
占
め

て
い
ま
す
。

　
「
い
つ
ま
で
も
健
康
で
、
長
生
き

し
た
い
」
と
い
う
の
は
、
誰
も
が

思
う
願
い
で
す
。「
一
人
ひ
と
り
が

自
分
ら
し
く
輝
き
共
に
生
き
る
ま

ち
・
江
田
島
～
あ
ふ
れ
る
笑
顔　

目
指
す
は
健
康
寿
命　
日
本
一
!!

～
」
を
基
本
理
念
と
し
、
健
康
寿

命
の
延
伸
を
目
標
に
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
協
働
し
て
、
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
づ
く
り
の
た
め

に
は
、
本
人
の
努
力
だ
け
で
な
く
、

家
族
や
地
域
、
行
政
関
係
者
な

ど
に
よ
る
専
門
的
な
支
援
が
必
要

で
す
。
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み

や
す
い
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
が「
う
れ
し
い
」「
た

の
し
い
」「
や
さ
し
い
」「
つ
な
が
る
」

と
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。

第
３
次
健
康
江
田
島
21
計
画

の
目
指
す
も
の

　　笑顔で楽しく食べて、つなげよう人の輪え
　広報紙、ホームページ、給食だより、イベントなどで、共食の
重要性や食育の日の普及啓発を行っています。

　　正しく食べて、延ばそう健康寿命た

じ　地元食材を食べて、広げよう食の循環じ

　　まちの食文化を見つめ直し、子どもたちに伝えよう！ま

　　食の魅力を体験し、楽しく学ぼう！し

・家族が揃って食べましょう！
・�地域の食を通じたイベントなどに、近所や仲間と声をかけ
あい、積極的に参加しましょう！

　健康に望ましい食習慣は、生活習慣病予防につながることか
ら、「減塩しよう」「野菜を食べよう」「主食・主菜・副菜が
揃った栄養バランスのよい食事をとろう」を重点項目とし、保
育園（こども園）、学校、地域で食育の推進を行っています。

・�食事は１日３回、主食・主菜・副菜を揃えて、減塩に心掛
けて食べましょう！

・�自分に望ましい食事量や運動で、健康づくりを実践しま
しょう！

　地元の農水産物などに興味や関心を持ち、農漁業について理
解を深められるよう、保育園（こども園）や学校の給食、食育
教室などで、地産地消の推進に取り組んでいます。

・�本市の豊かな食を味わう機会を大切にし、食材が持ってい
る「味」や「おいしさ」を楽しみましょう！

　伝承料理などを作る体験や食文化の知識を伝える機会を通して、
本市の食文化を次世代へ伝える取り組みを行っています。

・�本市の食文化(行事食や伝承料理)を、家庭の食事に取り入
れ、次世代へ継承する機会を持ちましょう！

　本市ならではの農漁業体験や調理体験を通して、食育の関心
を高める取り組みを行っています。

・�食に関する様々な体験を通して、自然の恵みに感謝し食を
大切にする心を育てましょう。

手を合わせて「いただきます！」

塩分濃度計でみそ汁の塩分を測定したりし
ます。

給食に、地元農産物を使用する日もありま
す。

出前教室「郷土料理作り」では、「もぶり飯」
を作ったりします。

親子を対象に、トマトの苗植えや田植え、
牡蠣打ち体験など行っています。

６月は「食育月間」毎月 19日は「食育の日」 ６月は「食育月間」毎月 19日は「食育の日」

広報えたじま　平成30年6月 2広報えたじま　平成30年6月3



ま
ち
づ
く
り
・
地
域
活
動
・
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て

問
地
域
支
援
課
☎
（
４
３
）
１
６
３
７

　
本
市
で
は
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
や
世
代

間
交
流
を
推
進
す
る
た
め
、
多
く
の
市
民
が

ま
ち
づ
く
り
や
地
域
交
流
活
動
な
ど
で
利
用

で
き
る
施
設
と
し
て
各
町
に
１
カ
所
、
「
市

民
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
旧
小
学
校
区
ご
と
に
ま
ち
づ
く
り
、

地
域
活
動
・
生
涯
学
習
の
拠
点
と
な
る
施
設

「
交
流
プ
ラ
ザ
」
を
順
次
整
備
し
て
い
ま
す
。

①�

こ
れ
ま
で
公
民
館
で
行
っ
て

い
た
各
種
講
座
や
活
動
は
引

き
続
き
市
民
セ
ン
タ
ー
・
交

流
プ
ラ
ザ
で
行
え
ま
す
。

②�

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
事
務

所
な
ど
地
域
活
動
の
場
と
し

て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

③�
社
会
教
育
法
の
規
定
な
ど
に

よ
り
公
民
館
を
利
用
で
き
な

か
っ
た
活
動
に
も
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

利
用
で
き
る
事
例

・�

飲
食
を
伴
う
会
合（
ア
ル
コ
ー

ル
も
含
む
）
例
：
新
年
会
、

忘
年
会
、
敬
老
会
、
ス
ポ
ー

ツ
大
会
な
ど
の
打
ち
上
げ
、

同
窓
会
な
ど

・�

営
利
目
的
で
の
利
用
（
地
域

交
流
活
動
に
寄
与
す
る
と
認

め
ら
れ
る
と
き
）
例
：
食
料

品
や
物
品
の
販
売
、
バ
ザ
ー

な
ど

・�

冠
婚
葬
祭
（
布
教
活
動
や
宣

伝
活
動
は
除
く
）
例
：
通
夜
、

葬
儀
、
法
事
、
ミ
サ
な
ど

利
用
で
き
な
い
事
例

・�

公
安
、
公
益
を
害
し
、
ま
た

は
風
俗
を
乱
す
お
そ
れ
が
あ

る
場
合

・�

建
物
、
設
備
な
ど
を
損
傷
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

・�

特
定
の
政
党
の
利
害
に
関
す

る
場
合

・�

公
職
選
挙
法
で
利
用
が
認
め

ら
れ
て
い
な
い
場
合

・�

集
団
的
ま
た
は
常
習
的
に
暴

力
的
不
当
行
為
を
行
う
お
そ

れ
が
あ
る
組
織
の
利
益
に
な

る
場
合

・�

旅
館
業
法
に
規
定
さ
れ
る
宿

泊
の
場
合

・�

市
長
が
不
適
当
と
認
め
る
場

合利
用
上
の
注
意

　
市
民
セ
ン
タ
ー
・
交
流
プ
ラ

ザ
は
多
く
の
方
が
利
用
す
る
施

設
で
す
。
皆
さ
ん
が
気
持
ち
よ

く
利
用
で
き
る
よ
う
、
利
用
し

た
後
は
清
掃
な
ど
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

「
市
民
セ
ン
タ
ー
」
「
交
流
プ
ラ
ザ
」
を
設
置
し
て
い
ま
す

能美市民センター

利
用
に
つ
い
て

　

使
用
料
な
ど
、
詳
し
い
こ
と
は
各
市
民
セ
ン

タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
江
田
島
市
民
セ
ン
タ
ー
別
館
☎
（
４
２
）
０
０
１
５

　
能
美
市
民
セ
ン
タ
ー
☎
（
４
０
）
２
７
７
７

　
沖
美
市
民
セ
ン
タ
ー
☎
（
４
８
）
０
２
１
１

　
大
柿
市
民
セ
ン
タ
ー
☎
（
５
７
）
３
０
０
９

市
民
セ
ン
タ
ー
に
な
っ
た
ら
今
ま
で
の

講
座
と
か
ど
う
な
る
ん
？

な
く
な
る
ん
？

今
ま
で
と
変
わ
ら
ず
講
座
は
で
き
る
ん

じ
ゃ
ね
！

で
も
制
限
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
ん
？

い
や
い
や
市
民
セ
ン
タ
ー
や
交
流
プ
ラ

ザ
に
な
っ
て
利
用
の
制
限
が
緩
く
な
っ

と
る
ん
よ
。

新
年
会
や
忘
年
会
な
ど
の
会
合
や
冠
婚

葬
祭
に
も
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
よ
。

そ
れ
は
え
え
ね
え
！

じ
ゃ
あ
何
で
も
好
き
勝
手
に
使
え
る
よ

う
に
な
る
っ
て
こ
と
な
ん
？

使
え
る
用
途
は
広
が
っ
た
け
ど
も
ち
ろ

ん
一
定
の
制
限
は
あ
る
ん
よ
。

例
え
ば
建
物
を
損
傷
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
場
合
や
特
定
の
政
党
の
利
害
に
関
す

る
場
合
な
ん
か
は
使
え
ん
の
ん
よ
。

で
も
利
用
者
に
と
っ
て
は
利
用
し
や
す

く
な
る
の
は
間
違
い
な
い
ね
！

そ
ん
な
こ
と
は
な
い
ん
よ
。

今
ま
で
と
変
わ
ら
ず
に
い
ろ
ん
な
講
座

を
や
る
し
、
活
動
も
続
け
て
え
え
ん
よ
。

� 問税務課☎（４３）１６３６シリーズ③「変わる　国民健康保
険」

 平成30年度の国民健康保険税率についてお知らせします
　平成30年度から、国民健康保険の運営に広島県が加わることに伴い、広島県が県内の国保医
療費から算定した金額をもとに、本市が保険税率を決定します。平成30年度の保険税率および
賦課限度額は下表のとおりです。

医療保険分 後期高齢者支援金分 介護保険分
（40歳～65歳未満対象）

①所得割
（基準総所得金額の）

６．22％
（６．０％）

２．08％
（２．０％） ２．２％

②資産割
（固定資産税額の）

20．０％
（23．０％）

６．０％
（７．０） １．０％

③均等割
（加入者一人当たり）

２６，７００円
（２６，０００円）

８，２００円
（８，０００円）

７，８００円
（７，５００円）

④平等割
（一世帯当たり）

１８，９００円
（１８，０００円）

７，９００円
（８，０００円） ７，０００円

賦課限度額 ５８０，０００円
（５４０，０００円） １９０，０００円 １６０，０００円

平成30年度の保険税率および賦課限度額

（かっこ内は平成29年度の数字）

▶基準総所得金額
　＝平成29年中の総所得金額等－基礎控除33万円
▶保険税の年税額
　＝（医療保険分①から④の計）＋（後期高齢者支援金分①から④の計）＋（介護保険分①から④の計）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ※40歳～65歳未満対象
　※�所得に応じて、③均等割・④平等割の軽減制度（７割軽減・５割軽減・２割軽減）が

あります。
　
　税率の変更に伴った保険税負担の影響については、モデルケースを市ホームページに掲
載しています。平成30年度の保険税の試算が必要な方は、税務課までお問い合わせいた
だくか、窓口までお越しください。なお、来庁の際は本人確認できるものを持参してくだ
さい。
▶江田島市ホームページ内を検索
　トップページ ⇒ 暮らしのガイド ⇒ 税金 ⇒ 国民健康保険税

　平成30年度国民健康保険税の納税通知書は７月中旬に送付予定です。

自宅で印刷！「医療関係申請書」

　国民健康保険・後期高齢者医療（原則、対象者は75歳以上）・乳幼児医療制度の申請書が、
市ホームページから印刷できます。
　申請書に事前記入し、市役所本庁・市民センター（江田島・能美・沖美）・三高支所へ提出
すれば待ち時間の短縮に繋がります。
　なお、ホームページ内には、制度の概要も掲載していますので確認してください。

▶江田島市ホームページ内を検索
　トップページ ⇒ 暮らしのガイド ⇒ 保険・医療・年金 ⇒ 各制度

� 問保健医療課☎（４３）１６３９
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　市役所本庁で「まちづくり協議会設立認定書授与
式」が行われ、明岳（あきおか）市長から小用まち
づくり協議会鍛治谷裕人会長へ認定書が授与されま
した。　
　式では、小用まちづくり協議会から、設立の経緯、
取り組みとこれからの活動、抱負などについて報告
がありました。また、それぞれの地域で、課題と期
待を持ち合せながら活性化に取り組んでいくことが
伝えられました。

まちづくり協議会設立認定書授与式
４/16㈪ 小用まちづくり協議会

岡野数正さん 万治功さん

　長年にわたり各分野の進展に尽くされた功績がたたえられ、市内から次の
方が受章されました。（敬称略・写真は承諾をいただいた方のみ）
春の叙勲
瑞宝小綬章　万治　　功（元公立高校長・大柿町大君）
瑞宝双光章　濵岡　禮三（元大柿町助役・大柿町大原）
旭日単光章　野間　　毅（元市選管委員長・沖美町是長）
瑞宝単光章　川嵜　信夫（元市消防団副団長・沖美町三吉）

危険業務従事者叙勲
瑞宝双光章　岡野　数正（元市消防司令長・江田島町幸ノ浦）
　　　　　　笹部　俊二（元海上自衛官・江田島町小用）
瑞宝単光章　藤分　　寿（元海上自衛官・江田島町切串）

おめでとうございます

春の叙勲・
危険業務従事者
叙勲を受章

濵岡禮三さん川嵜信夫さん 野間毅さん

▲認定書を手にする小用まちづくり協議会鍛治谷会長（左から２番目）

　飛渡瀬地区のこいのぼりは、「飛
渡瀬こいのぼりの会」が中心と
なって、毎年揚げられています。
　今年も飛渡瀬橋付近に、大小
57匹のこいのぼりが揚がり、５
月上旬まで見る人を楽しませてく
れました。
　この日は、認定こども園えたじ
まの園児たちが見学し、自分の
作ったこいのぼりを見つけたり、
力強く泳ぐこいのぼりを見て歓声
をあげていました。

空を泳ぐこいのぼり
４/19㈭ 飛渡瀬地区

▲こいのぼりを見学する認定こども園えたじまの園児たち

　海上自衛隊第１術科学校で第３
回江田島まるとくフェアが開催さ
れ、地元特産品の販売や、キッチ
ンカー部隊も登場し、約１, ００
０人の来場者でにぎわいました。

江田島まるとくフェア
５/３㈷ 第３回

　海友舎（江田島町中央・旧江田
島海軍下士卒集会所）で開催され
た「出張no89」は、楽しいヒト・
モノ・コトで溢れた２日間となり
ました。出店は２日間で23にも
上り、２日目には全国で活躍中の
コトリンゴさんのスペシャルライ
ブも行われました。また、サブ会
場の向側公園では、ワークショッ
プや絵本の読み聞かせ、ミニライ
ブなどがあり、来場者はのどかな
公園でのイベントを楽しみました。

出張no89 in 海友舎
４/21㈯ ・22㈰

　光源寺（能美町高田）で第12
回えたじま手づくり市が開催され
ました。境内では、みんなが作っ
た手作り品や特産品の販売があり、
光源寺が小さな市場となりました。
また、本堂ではワークショップや
音楽ライブ、地元小学生で結成さ
れた寺子屋劇団による劇などがあ
りました。
　次回は秋に開催予定です。

えたじま手づくり市
５/６㈰ 光源寺

1にぎわう会場2キッチンカー部隊34出店ブースの様子

1 2

3 4

1

2
3

1メイン会場の海友舎2出店ブースで見つけた江田島ブローチ3絵本
の読み聞かせ（向側公園）

1来場者でにぎわう境内2出店ブースの様子3寺子屋劇団による劇
4樹-MIKI-さん音楽ライブ

1 2

3

4

市政情報やまちのわだいをfacebook
で発信しています。

江田島市公式facebook
検索 ↑江田島市フェイスブック
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お知らせワイド

　農薬に関する正しい知識の普及を図ることを目的として、広島県による農薬危害防止講習会が次の日程で
開催されます。（事前申込み不要、受講料無料）
　また、本講習会の受講者のうち希望者は、広島県植物防疫協会による広島県農薬適正使用アドバイザー認
定試験を受験することができます。（事前申込み不要、受験料１，０００円※当日徴収）

月　日 時　間 場　所

６月12日㈫ 午後１時30分～５時 呉市中通１－１－２
呉市きんろうプラザ大ホール３Ｆ

６月19日㈫ 午後１時30分～５時 広島市中区千田町３－７－47
広島県情報プラザ第一・第二研修室

※受付は、午後１時～１時30分
※２会場とも駐車場が少ないため、公共交通機関を利用してご来場ください。
農薬危害防止講習会の問い合わせ先
・広島県薬務課　　　☎０８２（５１３）３２２２
・広島県農業技術課　☎０８２（５１３）３５８５

平成30年度農薬危害防止講習会について
問農林水産課　☎（４３）１６４２

広島県農薬適正使用アドバイザー認定試験に関する
問い合わせ先
・広島県植物防疫協会　☎０８２（８４６）４７０５

　経営所得安定対策が実施されます。これは主に、水田のフル活用を推進し、農業経営の安定、食料自給率
の向上などを目的とした水田農業などに関する対策です。
水田活用の直接支払交付金
　主食用米を作付けしない水田を活用して、戦略作物や地域振興作物などの生産を行う販売農家・集落営農
に対して、交付金を面積払いで国から直接交付される制度です。なお、県段階・地域段階（市段階）の地域
振興作物（その他作物）についても産地交付金として国から直接交付されます。
※平成30年度産からは一部見直しなどの変更点があります。
交付対象者　販売目的で対象作物を生産する販売農家・集落営農
対象作物
▶ 戦略作物に対する助成（全国一律）
…麦、大豆、飼料用米、米粉用米、加工用米、飼料用作物、ＷＣＳ用稲
※戦略作物の助成は、売り先を確保した上で取り組む契約栽培が条件となります。
▶ その他作物に対する助成（県内一律：産地交付金）
…キャベツ、アスパラガス、ホウレンソウ、ネギ、ワケギ、トマト、キク、ブドウ、イチジク、コマツナ、
　チンゲンサイ、シュンギク、ミズナ、レモン、飼料用米、米粉用米、加工用米
▶ その他作物に対する助成（地域一律：産地交付金）
…キク、トマト、スイートピー、キュウリ、カボチャ、ダイコン、サトイモ、バレイショ
※詳しくは農林水産課までお問い合わせください。
申込み・支払い時期
　交付金を受け取るためには、交付申請書・営農計画書・振込口座届出書・販売伝票などの提出が必要です。
　交付金の申請時期は６月末まで、支払時期は平成31年３月を予定しています。
　なお、制度の詳しい情報は次のホームページに掲載されています。
国のホームページ　中国四国農政局ホームページ＞経営所得安定対策等について
　　　　　　　　　http://www.maff.go.jp/chushi/sesaku/kobetu_hosyo/index.html
　　　　　　　　　中国四国農政局広島県拠点経営所得安定対策チーム　☎０８２（２２８）９４８３

平成30年度経営所得安定対策のお知らせ
問江田島市農業再生協議会　☎（４３）１６４２

　平成30年度の狩猟免許（初心者）講習会・狩猟免許試験が猟友会・広島県の主催で開催されます。
　本市では、イノシシ・カラス・アナグマなどによる農作物被害が深刻な問題になっています。これらの鳥
獣類は狩猟鳥獣に定められており、捕獲するためには狩猟免許と市の許可が必要になります。
　イノシシ被害などでお困りの方は、『自分の農地は自分で守る！』という意識で、この機会にぜひ、狩猟
免許を取得してください。

狩猟免許（初心者）講習会・狩猟免許試験のご案内
問農林水産課　☎（４３）１６４２

受講は任意　問い合わせ・申込先　広島県猟友会　☎０８２（２２７）７８９０
開催日時 場所 講習内容 定員 申込締切日

7月15日㈰
午前9時30分～

安芸郡海田町南つくも町11－16
海田町ひまわりプラザ

わな猟
第一、二種銃猟 50人 ７月９日㈪

７月21日㈯
午前9時～

呉市広古新開２－１－３
呉市広まちづくりセンター５階大会議室 わな猟 50人 ７月13日㈮

８月４日㈯　
午前9時30分～

広島市安佐南区中筋１－22－17
広島市安佐南区民文化センター

わな猟
第一、二種銃猟 50人 ７月27日㈮

狩猟免許（初心者）講習会（任意－主催：広島県猟友会）

問い合わせ・申込先　広島県庁環境県民局自然環境課　☎０８２（５１３）２９３３
開催日時 場所 免許の種類 定員 申込締切日

７月22日㈰　
午前９時～

広島市中区基町10－52
県庁本館６階講堂（駐車場なし）

網猟、わな猟
第一、二種銃猟 120人 ７月12日㈭

８月７日㈫
午後１時～

呉市西中央一丁目３－25
広島県呉庁舎第２庁舎11階大会議室 わな猟 50人 ７月27日㈮

８月17日㈮
午前９時～

広島市中区基町10－52
県庁本館６階講堂（駐車場なし）

網猟、わな猟
第一、二種銃猟 120人 ８月７日㈫

９月２日㈰　
午前９時～

広島市中区基町10－52
県庁本館６階講堂（駐車場なし）

網猟、わな猟
第一、二種銃猟 120人 ８月23日㈭

狩猟免許試験（主催：広島県）

問い合わせ・申込先　広島県林務第一課自然保護係　☎０８２（２２８）２１１１
開催日時 場　　所 免許の種類 定員 申込締切日

６月25日㈪・26日㈫・27日㈬
（全て）午後１時～

呉市西中央一丁目３－25
広島県呉庁舎第２庁舎11階大会議室 全種類 各70人 6月15日㈮

７月20日㈮
午後１時～

広島市中区基町10－52
県庁本館６階講堂（駐車場なし） 全種類 130人 7月10日㈫

８月１日㈬
午後１時～

広島市中区基町10－52
県庁本館６階講堂（駐車場なし） 全種類 130人 7月20日㈮

　講習会および試験に申込みを希望される方は、市役所農林水産課に必要書類がありますので、内容をご確
認の上、各実施機関へ申込手続きを行ってください。

狩猟免許更新（主催：広島県）

　市では、網猟、わな猟の初心者講習代金（７，０００円）、取得試験手数料（５，２００円）および更新手数料�
（２，９００円）を補助する制度があります。

講習代金などに助成制度があります
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▶空き家相続登記補助
　空き家の適切な登記を促進するため、空き家の相続登記をする際の司
法書士などへの支払いの一部を補助
・上限10万円　補助率10／ 10

適正管理

▶空き家購入補助
　空き家の活用を促すため、江田島市内の方が本市
内の空き家を購入する費用の一部を補助
・上限30万円　補助率３／ 10

▶ＤＩＹ用具・材料購入補助
　空き家を購入する方および賃貸する方が、ＤＩＹ
で修繕する際、市内の業者で工具や材料を購入する
費用の一部を補助
・上限５万円　補助率10／ 10
※１軒につき１回、年度内３回まで分割利用可能

活用

空き家等対策の新しい補助事業の開始
問 都市整備課 ☎（４３）１６４７

　５月より空き家等対策の新たな補助が開始されました。メニューについ
ては次のとおりです。
※�これらの補助を利用する際は、市へ空き家の登録が必ず必要です。ここ
でいう「空き家」とは、６カ月以上居住されていない家屋を言います。

▶空き家除却支援補助
　空き家の除却および跡地の利活用促進のため、空
き家を市内の業者を利用して除却する費用の一部を
補助
・上限10万円　補助率１／ 10

▶除却後跡地適正管理補助
　空き家を除却する時に跡地を(1)オリーブなどを
植え、適正に管理する方、(2)アスファルトなどで
跡地を舗装する方について、その工事費などを補助
(1)植樹時　定額３万円
(2)舗装時　上限10万円　補助率１／２

除却

～危険な空き家をなくそう～老朽化した危険空き家の解体費一部補助
問 都市整備課 ☎（４３）１６４７

　解体費用の一部を補助し、危険家屋の解体を促す
事業です。補助を受けるためには、事前に危険家屋
の認定を受ける必要があります。なお、過去に認定
を受けられなかった場合にも再申請が可能です。
補助金額
・�補助対象工事に要する経費の30％、かつ、30万
円以下

受付期間
・認定申請　随時（申請から２週間程度）
・補助申請　６月１日㈮～ 11月30日㈮
※�ただし、先着順で、申込みの状況により期間中で
も受付を終了する場合があります。

認定の条件
・市内にある空き家の木造住宅
・危険度判定の基準値を超えること
・�道路または現に使用されている住宅が存在する敷
地に影響がある建物　など

補助の条件
・危険家屋の認定を受けていること
・市内業者へ発注すること
・危険家屋の所有者または相続人であること
・危険家屋のある土地の所有者であること
・税金などの滞納がないこと　など
※�新規補助の空き家除却支援金との併給はできませ
ん。また、利用前には空き家の登録が必ず必要です。

危険家屋除却事業

　木造住宅の耐震性を確認することで、住宅の安全
に対する意識向上を図ります。
診断にかかる費用　無料
募集戸数　10戸
受付期間　５月１日㈫～６月29日㈮
※�ただし、先着順で、予定戸数に達すると期間中で
も受付を終了します。

対象となる住宅
・市内にある木造の住宅
・昭和56年５月31日以前に着工されていること
・個人所有の専用住宅または併用住宅で階数は３以下
・賃貸用でないこと　など
申込資格
・住宅の所有者などであること
・税金などの滞納がないこと

木造住宅耐震診断事業

　木造住宅の耐震改修に要した費用の一部を補助し
ます。
補助金額　最大60万円
募集戸数　１戸
受付期間　５月１日㈫～ 10月31日㈬
※�ただし、先着順で、予定戸数に達すると期間中で
も受付を終了します。

対象となる住宅
・市内にある木造の住宅
・昭和56年５月31日以前に着工されていること
・個人所有の専用住宅または併用住宅で階数は３以下
・賃貸用でないこと　など
申込資格
・�補助対象住宅に居住している所有者または相続人
であること
・税金などの滞納がないこと

木造住宅耐震改修促進事業

　土砂災害対策のため、建築物の改修などに要した
費用の一部を補助します。
補助金額　最大75万９千円
予定戸数　１戸
受付期間　５月１日㈫～ 10月31日㈬
※�ただし、先着順で、予定戸数に達すると期間中で
も受付を終了します。

対象となる建物
・�居室（居間、寝室、事務所など）を有する建築物
・�土砂災害特別警戒区域内に建っていること
・�土砂災害に対する構造耐力上の安全性を有してい
ないこと

申込資格
・住宅の所有者であること
・税金などの滞納がないこと

建築物土砂災害対策改修促進事業

　災害のおそれのある区域に建てられている住宅の
移転（市内転居に限る）に要した費用の一部を補助
します。
補助金額
・�住宅除却に対する補助　最大80万２千円
・�住宅購入の借入金の利子に対する補助　最大７２
２万７千円（建物４５７万円・土地２０６万円・
敷地造成59万７千円）

予定戸数　１戸
受付期間　５月１日㈫～ 10月31日㈬
※�ただし、先着順で、予定戸数に達すると期間中で
も受付を終了します。

対象となる住宅
・�対象区域（急傾斜地崩壊危険区域・がけ条例建築
制限区域・土砂災害特別警戒区域）内に建ってい
ること
・�区域に指定される前から建てられていること
・�建築後の大規模地震、台風などにより安全上の支
障が生じ、県が是正勧告などを行っていること

申込資格
・住宅の所有者などであること
・税金などの滞納がないこと

がけ地近接等危険住宅移転事業

災害からわが家を守ろう～地震と土砂災害とがけ地～
問 都市整備課 ☎（４３）１６４７

活用の取組

発生抑制の取組

適正管理の取組

除却・跡地利用の取組
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お知らせワイド

●江田島市がんばりすと応援事業補助金
　市内で新たに起業する方、また、新商品の開発や第二
創業などに挑む中小企業、生産者の方へ助成する制度
▶補助対象者
①�起業補助対象者…市内で新たに起業（第二創業を
含む）し、本市に主たる事業拠点を置く方
②�チャレンジ補助対象者…市内で新たな商品開発や商
標登録などのブランド化、販路拡大などに取り組む方

▶助成要件
　市内に住所を有する方、市税を完納している方、
十分な資金調達・健全経営など
▶主な補助対象経費　
①�起業補助…施設整備費、研修費、経営指導を受け
る費用、商談会などへ出展する費用など
②�チャレンジ補助…新商品開発費、商標登録料、デ
ザイン料、広告宣伝費など

▶補助金の種類・補助率　
①�起業支援補助…補助対象経費の１／２以内（上限
１００万円）※空き家などを活用する場合は上限
１５０万円　
②�チャレンジ支援補助…補助対象経費の 10/10 以内
（上限 50万円）

●市商工業等振興資金補助金
　商工会の会員であり、金融機関からの設備資金と
運転資金の借入に対して助成する制度
▶補助率
　借入額の１％（上限：設備資金 30万円、運転資
金 15万円）
▶提出先　江田島市商工会☎（４２）０１６８
●企業立地奨励制度
　市内に工場などを新設・増設した場合、奨励金を
利用できる事業として指定を受け要件を全て満たす
と、奨励金を交付する制度
▶指定要件　
①�新増設する産業施設などに対する投下固定資産総
額が３, ０００万円以上であること
②�新規に常勤社員を３人以上雇用する計画であり、
１年以上の継続雇用と６カ月以上市内に住所を有
することが見込めること（宿泊施設は除く）
③�操業開始後、５年以上事業を継続することが見込
めること

▶企業立地奨励金
　固定資産税相当額を５年間、１００％助成（限度額なし）
▶新規雇用奨励金
　勤務する新規の常勤社員（市内居住）１人当たり
１００万円※を助成（限度額５千万円、１回のみ〔※
は平成 32年度まで〕）

▶施設整備奨励金
　投下した固定資産（土地を除く）の固定資産税評
価額に５％を乗じた額を助成（限度額５００万円、
１回のみ）
▶土地取得奨励金※
　事業の用に購入した土地の面積が１, ０００㎡以
上の場合、固定資産税評価額に５％を乗じた額を助
成（限度額１千万円、１回のみ）
※�取得した日から起算して３年以内に操業を開始す
るものが対象

▶その他
　県の制度を利用できる場合があります。
●第１次産業への参入制度
　第１次産業の分野へ新規参入する企業が新たな産
地づくりや担い手の確保・育成などに取り組む場合、
奨励金を３年間交付する制度
▶補助対象者　次の要件を全て満たす企業
①市内に本社を有し、新規に第１次産業に参入する。
②事業を継続して５年以上実施する。
▶対象経費
①施設整備費
②機器等の賃借料
③商品のＰＲ料　など
▶補助率
　初年度は対象経費の３／４（上限１００万円）

　国の産業競争力強化法に基づく江田島市創業支援
計画を策定し、市と商工会、金融機関などの関係機関
が連携した創業支援メニューと相談窓口を設けてい
ますので、民間のノウハウを活用したスムーズな創業
支援を行います。
　なお、この計画に定める特定創業支援事業を受けら
れた個人が会社を設立する場合には、市が証明書を発
行すると、国から次の支援を受けることができます。
①株式会社を設立する際の登録免許税の軽減
②創業関連保証の特例
③日本政策金融公庫の新創業融資制度の自己資金要件充足

　国が指定する業種に属した事業を営む中小企業者
は、市長が次の理由によって経営の安定に支障が生
じていると認定すれば、保証限度額が拡充されます。
▶要件
　売上高などの減少、原油価格などの高騰に伴う仕
入価格の上昇

商工業の振興などに関する制度のご案内
問 産業企画課 ☎（４３）１６４１

商工業を元気にする起業・新商品開発などに対する支援

創業支援

セーフティネット保証（５号）制度

　江田島市の魅力と自然の大切さを体感することを目的に「江田島 ＳＥＡ ＴＯ ＳＵＭＭＩＴ ２０１８」
を開催します。「ＳＥＡ ＴＯ ＳＵＭＭＩＴ」は全国12カ所で開催され、全国から多くの選手や関係者が集
まる環境スポーツイベントです。市民の皆さんもイベントに参加できますので、ぜひお越しください。

★飲食・販売コーナー
・�江田島地鶏のから揚げ
　などの軽食コーナー
★ライブ
・�SEiREN（セイレーン）
　による屋外ライブ

★同時開催　カヤック体験【当日受付可】
時間　午前10時～正午
料金　５００円（傷害保険料含む）
※海に入れる服装でお越しください。
問合せ　江田島カヌークラブ玉山０９０（６４８３）４７２５

６月24日㈰　大会（アクティビティ）＜サンビーチおきみ＞午前６時50分～

午前６時50分～　開会式・大会（アクティビティ）
☆カヤック：約10ｋｍ　サンビーチおきみ → 小黒神島 → サンビーチおきみ
☆自 転 車：�約23ｋｍ　サンビーチおきみ → 三高→ 市役所能美市民センター → 呉農協鹿川支店前 → サンビーチおきみ
☆ハ イ ク：�約５ｋｍ　サンビーチおきみ → 三高山（砲台跡）頂上
午後２時～　閉会式

大会の運営にご協力をお願いします

　６月24日㈰、自転車区間（午前８時～正午頃）を通行される方は、選手の通行などにご注意いただ
くとともに、大会運営にご協力をお願いします。※交通規制は行いません。

６月23日㈯　環境シンポジウム＜沖美ふれあいセンター＞【無料】午後２時～

午後２時～　開会式
午後２時10分～　基調講演：「風土サイエンス～大地の鉄でつなが
る森の恵みと海の幸の物語」�長沼毅さん（広島大学教授）　�
　深海、地底、北極・南極、火山、高山、砂漠などの極限環境で生
物調査をするほか、地元の山河森海に根ざした「風土サイエンス～
森の恵みと海の幸のつながり」を提唱している。生物調査で世界各
地を飛び回ることから、科学界のインディー・ジョーンズと呼ばれ、
メディアにも多数出演している。
午後３時～　活動報告：「身近な海を次世代に」末岡真樹さん

（ETAJIMA SEA SUPPORT代表）
その他出演：辰野勇さん（モンベルグループ代表）

長沼毅さん

末岡真樹さん

問交流観光課☎（４３）１６４４

昨年の参加者

SEiREN（セイレーン）
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お知らせワイド

町名 施設名

江田島町
江田島保健センター・鷲部公民館・江南ふれあいセンター・秋月交流プラザ・江田島コ
ミュニティセンター・切串公民館・幸ノ浦老人集会所・大須公民館（大須老人集会所）・
津久茂児童館・宮ノ原交流プラザ

能　美　町 鹿川公民館・鹿川文化センター・能美市民センター・高田公民館
沖　美　町 沖美公民館・沖美ふれあいセンター・沖美市民センター

大　柿　町 深江交流プラザ・大柿市民センター・旧大君小学校・大柿厚生文化センター・飛渡瀬老人集会所

▶一時指定避難所（災害発生のおそれがある気象状況時に開設する避難所）� 平成30年６月現在

　危険を感じたら早めの避難を！！

※土砂災害警戒区域の指定により、今後変更となる場合があります。

▶災害時の市の連絡先
区分 連絡先 電話番号

災害が発生したとき 江田島市災害対策本部 （４３）１１１１
災害全般に関すること 危機管理監危機管理課 （４３）１６３３

テレビのデータ放送

災害に
備えましょう

梅雨の季節がやってきます!!
問危機管理課☎（４３）１６３３

　これから梅雨に入り、長雨や集中豪雨などによる水害や土砂災害が起こりやすい時期を迎えます。

▶気象情報をこまめにチェックしよう。
　土砂災害の多くは雨が原因で発生します。降雨量が１時間に20㎜以上、降り始めから１００㎜以
上の雨が降ると十分な注意が必要です。
　テレビ・ラジオ・防災メールを利用し気象情報、雨量、水位情報に注意しましょう。

　テレビのリモコンにdボタンがあります。そこ
を押すと江田島市の気象情報を見ることができま
す。

　県内に発表された注意報、県内の雨量や河川の
水位などをリアルタイムで見ることができます。
　http://www.bousai.pref.hiroshima.jp

　　　　江田島市防災Webでは、市内４カ所の
　　　　雨量情報が確認できます。

　防災情報・避難情報・
災害情報・火災発生情
報を配信します。

　防災行政無線の緊急放送がよく聞こえない方、
江田島市防災情報メールに登録できない方を対象
に、防災情報メールと同じ内容を電話やＦＡＸに
連絡するサービスです。
　サービスを希望される方は、
危機管理課までご連絡ください。

メール登録用
ＱＲコード

江田島市防災情報メール 江田島市防災情報電話・ＦＡＸ

広島県防災Web

▶早めの準備と早めの避難
　災害時に素早く行動するためには、日頃からの備えが大切です。非常持出品の用意をしておきましょう。
　また、事前に避難場所や避難経路を確認し、市から避難情報が発令されていなくても、雨量の情報、周囲
の状況に異変があれば、すぐに自主的に避難を行いましょう。
　ただし、夜中など周囲の状況が確認しにくい時や、既に災害が発生し始めており、避難所へ行くのが危険
なときは、崖などから離れた２階の比較的安全な場所に避難してください。

▶非常持出品（家族構成によって必要な物を準備）　　　　　　　　　　　　　　　　　　確認したら□

dボタン

①�ＱＲコードを読み取って、サイトへアクセスし、
空メールを送って仮登録。
②�届いたメールに記載されたＵＲＬにアクセスし
本登録をお願いします。

情報収集
手段

～市の活性化や将来を担う子どもたちのために活用～
ふるさと寄附金　寄附の状況をお知らせします

問財政課☎（４３）１６２９

　平成29年度中は、計１,９８０件で２,２０８万２,０００円のふるさと寄附金をお寄せいただき、平成20
年度の制度開始以来、計２,７８６件で５,１３１万２,７０１円となっています。

▶平成29年度実績
事業内容 事業費 充当額

保育施設備品購入 １,７１５,１１６円 １,７００,０００円
小学校教育振興備品購入 ７６６,３８３円 ６００,０００円
中学校教育振興備品購入 ５８０,０６５円 ５００,０００円
図書館図書購入（公民館図書室を含む） ４,４９２,９５４円 ４,２００,０００円

合　　計 ７,０００,０００円

　平成29年度では、次の事業
（施策）に寄附金を活用させて
いただきました。
　お寄せいただいたふるさと寄
附金は引き続き「江田島市ふる
さと応援基金」に積み立て、市
の活性化や将来を担う子どもた
ちのため「第２次江田島市総合
計画」などに掲げた事業に活用
させていただきます。
　なお、平成30年度では、次
の事業（施策）に寄附金を活用
させていただく予定です。
　ご支援を感謝するとともに、
引き続き、ふるさと「江田島
市」への温かい応援をお待ちし
ています。

▶平成30年度活用予定
事業内容 充当額

保育施設備品購入 ８００,０００円
妊婦健康診査交通費等助成金 ２,０００,０００円
子育て支援センター新築に伴う備品購入 １,０００,０００円
新規就農者支援対策補助 ７,０００,０００円
新規漁業就業者支援事業補助 ４,０００,０００円
１次産業参入奨励金 １,０００,０００円
観光案内看板修繕、設置工事 ５００,０００円
小学校教育振興備品購入 ６００,０００円
小学校図書購入 ７００,０００円
中学校教育振興備品購入 ５００,０００円
中学校図書購入 ４００,０００円
図書館図書購入（公民館図書室を含む） ４,５００,０００円

合　　計 ２３,０００,０００円

広報えたじま　平成30年6月15 広報えたじま　平成30年6月 14

お知らせワイド



シリーズ連載　その25

　facebookで情報を発信しています。「江田島市地域おこし協力隊」で検索!!　facebookで情報を発信しています。「江田島市地域おこし協力隊」で検索!!　facebookで情報を発信しています。「江田島市地域おこし協力隊」で検索!!
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に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん

ど
こ
で
聞
い
た
の
か
「
世
界
３
位
の
奥

さ
ん
で
し
ょ
？
」
と
声
を
か
け
ら
れ
る

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
話
の
広

ま
る
速
さ
に
驚
く
と
と
も
に
、
私
た
ち

家
族
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
て
い

る
こ
と
を
、
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
早
く
『
オ
リ
ー
ブ
の
小
山
内
』

と
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
努
力
精
進
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

自
分
に
は
ま
だ
大
き
な
目
標
や
野
望

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
協
力
隊
の
任
期
が

終
わ
る
３
年
後
に
家
族
４
人
が
江
田
島

市
に
移
住
し
て
き
て
良
か
っ
た
と
言
え

る
よ
う
に
な
れ
れ
ば
良
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
江
田
島
市
に
ひ
と
つ

で
も
恩
返
し
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
小
山
内
と
そ
の
家
族
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

▲�移住してすぐ、
お花見にお誘い
いただきました

　「つむぐ通信」では、６人の地域おこし協力隊員が、月替
わりで活動内容やイベントなどのお知らせ、地域おこし
に関する企画や提案を紹介していきます。
【江田島市地域おこし協力隊（写真左から）】
オリーブ栽培技術指導員　峰尾 亮平
移住促進支援員　後藤 　峻
オリーブ栽培技術指導員　小山内紘介
オリーブ普及員　西村 京子
ブランド請負人　永田 秀平
観光仕掛人　　　小林 由佳

▶�柿浦地区モデル
オリーブ園にて
初耕耘機に挑戦

今月は

小山内紘介さん 通信
泊民

問交流観光課
☎（４３）１６３２

心とココロの交流

　滋賀県の彦根市立西
中学校の生徒が４月
25日㈬～26日㈭の１
泊２日で本市を訪れま
した。今回は、同校を
受け入れた川井さん
（江田島町）の民泊体
験談を紹介します。

夫
婦
円
満
の
秘
訣
は
民
泊
？

　
「
な
ん
て
呼
ん
で
く
れ
る
？
」
と
生
徒

に
聞
く
と
、「
タ
カ
ち
ゃ
ん
。
シ
ノ
ち
ゃ

ん
が
い
い
」
と
な
っ
た
。「
じ
ゃ
あ
。
み

ん
な
は
ど
う
し
よ
っ
か
？
」

　
そ
ん
な
生
徒
と
家
庭
の
双
方
の
呼
び
名

決
め
か
ら
民
泊
は
始
ま
り
ま
す
。

　
今
回
が
初
め
て
の
受
け
入
れ
だ
っ
た
川

井
さ
ん
夫
婦
に
話
を
聞
く
と
、「
普
段
と

そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
ず
、
意
外
と
緊
張
せ
ず

に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
で
き
た
。
我
が
子
の

よ
う
に
接
す
る
よ
う
心
掛
け
た
ら
そ
れ
が

良
か
っ
た
の
か
も
。
楽
し
か
っ
た
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
行
き
た
い
。
夫
婦
の

会
話
も
増
え
る
」
と
の
感
想
で
し
た
。

　
民
泊
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
我
が
子

た
ち
が
巣
立
っ
て
い
き
、
家
の
部
屋
が
空

い
た
こ
と
か
ら
。
ま
た
、友
人
か
ら
も「
寂

し
く
な
る
よ
。
子
ど
も
中
心
の
生
活
が
無

く
な
り
、
夫
婦
の
会
話
も
ぐ
ん
と
減
る
」

と
も
言
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
地
元
の
食
材
を
使
っ
て
、
カ
キ
フ
ラ
イ

や
お
好
み
焼
き
な
ど
を
一
緒
に
作
り
、
生

か
し
て
お
い
た
タ
コ
の
「
し
ご
う
」
も
生

徒
と
一
緒
に
。

　
「
し
ご
う
っ
て
何
？
」
と
広
島
弁
で
も
盛

り
上
が
る
。
あ
っ
と
い
う
間
の
２
日
間
だ
っ

た
そ
う
で
す
。

　
こ
の
受
け
入
れ
前
に
は
、「
何
を
体
験
さ

せ
よ
う
か
。
お
昼
ご
は
ん
は
何
に
し
よ
う
」

と
か
二
人
で
よ
く
話
し
、「
次
は
こ
う
し
よ

う
。
あ
れ
を
さ
せ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
」
受
け

入
れ
た
あ
と
も
、
ま
た
話
し
て
い
る
と
か
。

　
民
泊
を
や
れ
ば
、
会
話
が
増
え
み
ん
な
夫

婦
円
満
に
な
る
？

vol.53

■
オ
リ
ー
ブ
講
習
会
を
開
催

　

市
オ
リ
ー
ブ
振
興
協
議
会
で
は
、

次
の
と
お
り
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
参
加
く
だ
さ

い
（
事
前
申
込
み
不
要
）。

日�

程　
６
月
16
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～

場�

所　
大
柿
市
民
セ
ン
タ
ー
２
階
研

修
室
（
座
学
）・
柿
浦
地
区
モ
デ

ル
オ
リ
ー
ブ
園
（
実
習
）

内�

容　
「
オ
リ
ー
ブ
の
防
除 

～
農
薬

と
害
虫
に
つ
い
て
～
」

■
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
講
座　
実
践
編

　
料
理
へ
の
使
い
方

　

健
康
に
良
い
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を

使
っ
た
お
い
し
い
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
。

ど
ん
な
タ
イ
プ
の
オ
イ
ル
が
ど
ん
な
お

料
理
に
合
う
の
か
、
数
種
類
の
オ
リ
ー

ブ
オ
イ
ル
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
食
材
や

料
理
方
法
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日�

時　
６
月
30
日
㈯
午
前
10
時
～
午

後
１
時

場�

所　
能
美
市
民
セ
ン
タ
ー
調
理
室

（
能
美
町
中
町
）

定
員　
12
人
（
先
着
順
）

準
備
物　
エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん

参
加
費　
１
０
０
０
円

申�

込
方
法　

６
月
28
日
㈭
ま
で
に
、

オ
リ
ー
ブ
振
興
室
（
☎
（
４
３
）

１
６
４
３
）
ま
で
お
電
話
く
だ
さ

い
。（
受
付
時
間
：
平
日
午
前
９

時
～
午
後
５
時
）

主
催　
江
田
島
市
オ
リ
ー
ブ
振
興
協
議
会

問オリーブ振興室
☎（４３）１６４３

オリーブ
情報

川井さん夫婦と彦根市立西中学校の生徒

■
６
月
の
オ
リ
ー
ブ
栽
培
暦

～
オ
リ
ー
ブ
を
栽
培
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ
～

▼�

炭
そ
病
予
防
…
湿
度
が
高
く
な
る
と
菌

が
侵
入
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
梅
雨
の

前
後
（
６
月
上
・
下
旬
）
の
２
回
、
ペ

ン
コ
ゼ
ブ
水
和
剤
の
６
０
０
倍
液
を
木

全
体
に
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

▼�

オ
リ
ー
ブ
ア
ナ
ア
キ
ゾ
ウ
ム
シ
対
策
…

６
月
は
ゾ
ウ
ム
シ

の
発
生
も
増
加
し

ま
す
。
防
除
と
し

て
、
ア
デ
ィ
オ
ン

水
和
剤
２
０
０
０

倍
を
木
全
体
に
散

布
し
ま
し
ょ
う
。

▼�

ハ
マ
キ
ム
シ
対
策
…
葉
が
く
っ
つ
い
て

い
た
り
、
葉
の
先
が
糸
で
く
る
ま
れ
て

い
た
ら
、
ハ
マ
キ
ム
シ
の
被
害
で
す
。

こ
ま
め
に
見
回
り
を
し
、
捕
殺
し
ま

し
ょ
う
。

▼�

施
肥
…
幼
果
が
急
激
に
大
き
く
な
る
時

期
で
す
。
６
月
下
旬
に
夏
肥
を
施
用
し

ま
し
ょ
う
。

オリーブアナアキゾウムシ（成虫）
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募

集

申
込
方
法

　
受
講
し
た
い
研
修
が
開
催
さ
れ
る
10
日
前

ま
で
に
、
次
の
書
類
を
人
権
推
進
課
ま
で
郵

送
・
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書

の
様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
ほ

か
、
本
庁
、
市
民
セ
ン
タ
ー
（
江
田
島
・
能

美
・
沖
美
）、
三
高
支
所
に
置
い
て
い
ま
す
。

①
交
付
申
請
書

②�

受
講
を
希
望
す
る
研
修
の
開
催
案
内
・
そ

の
他
必
要
な
書
類

実
績
報
告

　
研
修
終
了
後
に
研
修
修
了
書
・
研
修
報
告

書
な
ど
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
建
設
課　

　
　
　
☎
（
４
３
）
１
６
４
６

　
新
三
高
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
平
成
32
年
4
月
に

完
成
す
る
予
定
で
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、タ
ー
ミ
ナ
ル
内
で
の
物
販・

飲
食
な
ど
の
賑
わ
い
施
設
の
出
店
を
次
の
内

容
で
募
集
し
ま
す
。

出�

店
場
所　
沖
美
町
三
吉　
三
高
港
（
新
三

高
タ
ー
ミ
ナ
ル
内 

１
階
平
屋
建
て
）

出
店
規
模　
約
12
㎡

出�

店
内
容　
特
産
品
・
食
料
品
等
の
売
店
、

飲
食
店
な
ど
の
賑
わ
い
施
設

出
店
時
期　
平
成
32
年
4
月
（
予
定
）

使�

用
料　
１
カ
月
の
使
用
料
は
１
㎡
あ
た
り

３
０
８
０
円
以
内
で
広
島
県
が
定
め
る
予

定
で
す
。
光
熱
水
費
が
別
途
必
要
で
す
。

新
三
高
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
の

出
店
募
集

応
募
資
格　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

募
集
期
間　
６
月
１
日
㈮
～
8
月
31
日
㈮

提�

出
書
類　
出
店
内
容
や
資
金
計
画
が
分
か

る
も
の

そ�

の
他　
出
店
希
望
が
２
店
以
上
の
場
合
は
、

個
別
面
談
・
審
査
で
決
定
し
ま
す
。

問
広
島
広
域
都
市
圏
協
議
会
事
務
局

　
　
　
　
☎
０
８
２
（
５
０
４
）
２
０
１
７

　
広
島
広
域
都
市
圏
協
議
会
で
は
、
サ
ン
フ

レ
ッ
チ
ェ
広
島
共
同
応
援
の
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
参
加
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、

選
手
の
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
見
学
会
も
実

施
し
ま
す
。

開�

催
日
時　
７
月
28
日
㈯
午
後
７
時
か
ら
午

後
９
時
ご
ろ
ま
で

内�

容　
Ｓ
Ａ
指
定
席
（
ホ
ー
ム
）
で
、
広
島

広
域
都
市
圏
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
応
援
し

ま
す
。
参
加
者
に
は
選
手
の
サ
イ
ン
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

対
戦
相
手　
浦
和
レ
ッ
ズ

集�

合
・
解
散
場
所　
エ
デ
ィ
オ
ン
ス
タ
ジ
ア

ム
広
島
（
広
島
広
域
公
園
陸
上
競
技
場
）

募�
集
人
数　
１
６
０
人
（
選
手
ウ
ォ
ー
ミ
ン

グ
ア
ッ
プ
見
学
会
は
抽
選
、
当
選
し
た
場

合
は
事
務
局
か
ら
直
接
連
絡
）

※�

本
市
を
含
む
、
広
島
広
域
都
市
圏
内
に
お

住
ま
い
の
方
が
対
象
で
す
。

参�

加
費　
大
人
２
６
０
０
円
・
小
中
高
校
生

１
０
０
０
円

問
人
権
推
進
課

　
　
　
　
　
☎
（
４
３
）
１
６
３
５

　
市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
に
関
す
る

研
修
や
講
座
を
受
講
し
た
場
合
、
そ
の
研
修

の
交
通
費
・
参
加
負
担
金
な
ど
の
費
用
の
一

部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
申
込
み
は
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格
・
条
件
（
全
て
満
た
す
人
）

・�

江
田
島
市
に
在
住
す
る
満
18
歳
以
上
の
人

・�

積
極
的
に
市
の
事
業
や
地
域
活
動
な
ど
に

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
人

対
象
研
修
な
ど

①�

（
公
財
）
男
女
共
同
参
画
財
団
エ
ソ
ー
ル

が
開
催
す
る
研
修
な
ど

②�

広
島
県
が
開
催
す
る
男
女
共
同
参
画
に
関

す
る
研
修
な
ど

③
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
た
研
修

補
助
の
内
容

　
次
の
経
費
を
合
計
し
た
額
の
２
分
の
１
以

内
を
補
助
し
ま
す
。（
た
だ
し
予
算
の
範
囲

内
と
し
ま
す
）

・
交
通
費
（
市
の
旅
費
規
程
に
よ
る
）

・
参
加
負
担
金
（
資
料
代
含
む
）

男
女
共
同
参
画
等
学
習
支
援
補

助
金
の
申
請
を
募
集
し
ま
す

広
島
広
域
都
市
圏
の
み
ん
な
と
サ
ン

フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
を
応
援
し
よ
う
！

※�

集
合
場
所
ま
で
の
交
通
費
、
解
散
場
所
か

ら
の
交
通
費
は
別
途
必
要
で
す
。

申�

込
方
法　
広
島
広
域
都
市
圏
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
し
込
む
か
、
往
復
は
が
き
（
１

枚
に
５
人
ま
で
）
に
、「
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ

広
島
共
同
応
援
希
望
」
と
明
記
し
、
参
加

者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
記
入
し
、
６
月
22
日
㈮
（
※
消
印
有

効
）
ま
で
に
、
広
島
広
域
都
市
圏
協
議
会

事
務
局
ま
で
郵
送

※�

小
学
生
以
下
の
方
は
、
大
人
の
同
伴
が
必

要
で
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

�

〒
７
３
０
―
８
５
８
６
（
住
所
の
記
載
は

不
要
）
広
域
都
市
圏
推
進
課
内　
広
島
広

域
都
市
圏
協
議
会
事
務
局

　
☎
０
８
２
（
５
０
４
）
２
０
１
７

問
広
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　
　
　
　
☎
０
８
２
（
２
５
４
）
１
７
６
６

対�

象　
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
登
録
し
て

い
る
方
（
在
職
者
訓
練
コ
ー
ス
除
く
）

申�

込
方
法　
住
所
地
の
公
共
職
業
安
定
所
で

応
募
用
紙
を
提
出

受
講
料　
無�

料

知
能
・
技
能
習
得
訓
練
コ
ー
ス

▼
Ｐ
Ｃ
初
級
ス
キ
ル
修
得
科

対
象
者　
障
害
を
お
持
ち
の
方

定
員　
12
人

平
成
30
年
度
障
害
者
委
託

訓
練
生
募
集

問
企
画
振
興
課

　
☎
（
４
３
）
１
６
３
０

　
海
上
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
学
校
で
は
、
市

民
を
対
象
に
、
卒
業
式
典
の
見
学
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
第
122
期
幹
部
予
定
者
課
程
の
卒

業
式
で
す
。

日
時　
７
月
１
日
㈰
午
前
10
時
～
10
時
40
分

場
所　
海
上
自
衛
隊
第
１
術
科
学
校
大
講
堂

集�

合
場
所　
午
前
９
時
30
分
に
、
第
１
術
科

学
校
正
門
前
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

申�

込
方
法　
電
子
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
は
が

き
の
い
ず
れ
か
に
、
①
氏
名
、
②
性
別
、

③
住
所
、
④
電
話
番
号
を
記
載
の
上
、
次

の
申
込
先
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
先　
企
画
振
興
課
〒
７
３
７
―
２
２
９
７

　
江
田
島
市
大
柿
町
大
原
５
０
５
番
地

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
５
７
）
４
４
３
３

kikaku@
city.etajim

a.hiroshim
a.jp

申
込
期
限　
６
月
21
日
㈭
必
着

注
意
事
項

・
見
学
は
、
市
民
の
方
が
対
象
で
す
。

・�

式
典
に
相
応
し
く
な
い
服
装
（
Ｇ
パ
ン
、
Ｔ

シ
ャ
ツ
、
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ア
、
サ
ン
ダ
ル
履

き
な
ど
）
で
来
訪
さ
れ
た
場
合
は
、
式
典
会

場
に
ご
案
内
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・�

入
場
者
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
希

望
者
多
数
に
よ
り
当
日
の
見
学
を
ご
案
内

で
き
な
い
場
合
は
、
別
機
会
で
の
見
学
を

ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
放
送
大
学
広
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
☎
０
８
２
（
２
４
７
）
４
０
３
０

　
放
送
大
学
は
、
10
月
入
学
生
を
募
集
し
ま

す
。

　
10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世
代
、
約
９
万

人
の
学
生
が
、
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び

を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で

学
ん
で
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
授
業

を
行
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
授
業
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
好
き
な
と
き
に
受
講
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
約
３
０
０
の
幅
広

い
授
業
科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
卒
業
す
れ
ば
学
士
（
教
養
）
の
学
位
を
取

得
で
き
ま
す
。

　
放
送
授
業
１
科
目
の
授
業
料
は
１
万
１
０

０
０
円
（
入
学
金
は
別
）。
半
年
ご
と
に
学

ぶ
科
目
分
だ
け
の
授
業
料
を
払
う
シ
ス
テ
ム

で
す
。

　
半
年
だ
け
在
学
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
全
国
に
ミ
ニ
キ
ャ
ン
パ
ス
と
呼
べ
る
学
習

セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
サ
ー
ク
ル

活
動
な
ど
の
学
生
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
放
送
大
学
広
島
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で

ご
請
求
く
だ
さ
い
。

出
願
期
間　
６
月
15
日
㈮
～
９
月
20
日
㈭

放
送
大
学
入
学
生
募
集

訓
練
場
所　
有
限
会
社
エ
ピ
ッ
ク
（
呉
市
本
町
）

申
込
期
限　
６
月
18
日
㈪

訓
練
期
間　
７
月
４
日
㈬
～
10
月
３
日
㈬

▼
Ｐ
Ｃ
初
級
ス
キ
ル
修
得
科
２

対
象
者　
障
害
を
お
持
ち
の
方

定
員　
12
人

訓�

練
場
所　
株
式
会
社
パ
ル
ウ
ェ
ー
ブ
（
広

島
市
中
区
）

申
込
期
限　
６
月
13
日
㈬

訓
練
期
間　
６
月
27
日
㈬
～
９
月
26
日
㈬

e
ー
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
活
用
し
た
自
宅
で
の
通
信
訓
練
）

▼
Ｗ
ｅ
ｂ
制
作
在
宅
ワ
ー
ク
コ
ー
ス

対
象
者　
重
度
障
害
者
な
ど

定
員　
10
人

訓�

練
場
所　
ご
自
宅

申
込
期
限　
11
月
２
日
㈮

訓
練
期
間　
９
・
12
月
開
始
（
３
カ
月
間
）

在
職
者
訓
練
コ
ー
ス

▼
e
ー
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス

※�

専
用
の
受
講
申
込
書
を
富
士
通
エ
フ
・

オ
ー
・
エ
ム
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
専
用
の
申
込
書
は
広
島
障
害
者
職
業

能
力
訓
練
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

対�

象
者　
在
職
中
（
休
職
中
を
含
む
）
の
障

害
者

定
員　
10
人

訓�

練
場
所　
ご
自
宅
ま
た
は
勤
務
先

申
込
期
限　
平
成
31
年
１
月
31
日
㈭

訓
練
期
間　
随
時
開
始
（
１
カ
月
間
）

問
人
権
推
進
課

　
　
　
　
☎
（
４
３
）
１
６
３
５

　
「
日
本
語
ク
ラ
ブ
」
を
毎
月
第
１
、
第
３

日
曜
日
の
午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分
ま

で
、
ゆ
め
タ
ウ
ン
江
田
島
１
階
文
化
教
室
で

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
「
日
本
語
ク
ラ
ブ
」
で
は
、
外
国
人
の
方

を
対
象
に
、
職
場
で
使
え
る
あ
い
さ
つ
や
、

イ
ラ
ス
ト
を
使
っ
た
読
み
書
き
の
練
習
を
し

な
が
ら
、
日
本
語
を
学
ん
で
い
ま
す
。
参
加

費
は
無
料
で
す
。

　
６
月
は
、
３
日
と
17
日
に
開
催
し
ま
す
。

　
日
本
人
の
方
で
も
、
外
国
人
の
方
と
交
流

す
る
こ
と
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
見
学

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
☎
（
４
０
）
０
３
５
３

　
今
年
も
消
防
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま

す
。
放
水
体
験
や
消
防
車
の
見
学
、
消
防
カ

レ
ー
の
試
食
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
！
ご
家
族

で
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
6
月
30
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後
２
時

（
予
備
日
）
７
月
１
日
㈰

※�

雨
天
の
場
合
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
防

災
無
線
放
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

場�

所　
市
消
防
本
部
（
江
田
島
町
鷲
部
２
―

16
―
12
）

放
送
大
学
入
学
生
募
集

日
本
語
ク
ラ
ブ
の
開
催

消
防
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ア
を
開
催

海
上
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
学
校

卒
業
式
の
見
学
希
望
者
募
集

次
の
２
計
画
に
つ
い
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。
都
市
整
備
課
、本
庁
１
階
窓
口
、市
民
セ
ン
タ
ー
（
江
田
島・能
美・沖
美
）、三
高
支
所
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
、

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。　
計
画
名　
①
江
田
島
市
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、
②
江
田
島
市
公
園
等
管
理
活
用
計
画　
募
集
期
間　
６
月
１
日
㈮
～
29
日
㈮　
問
都
市
整
備
課
☎
（
４
３
）
１

６
４
７

都
市
整
備
課
の
計
画
に

つ
い
て
の
意
見
募
集
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お知らせ

　

コ
テ
絵
と
は
、
壁
の
材
料
を

使
っ
て
立
体
的
な
絵
を
作
る
こ
と

で
す
。
お
子
さ
ま
の
夏
休
み
の
自

由
研
究
な
ど
に
活
用
し
ま
せ
ん

か
？

日�

時　
６
月
24
日
㈰
午
後
１
時
～

３
時
（
受
付
）

場�

所　
能
美
市
民
セ
ン
タ
ー
（
能

美
町
中
町
）

材
料
費　
３
０
０
円

申
込
締
切
日　
６
月
20
日
㈬

②
住
宅
無
料
補
修

　
１
人
暮
ら
し
高
齢
者
を
対
象
と

し
て
、
組
合
員
に
よ
る
修
繕
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
す
。
半
日
程

度
で
終
わ
る
補
修
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

対
象
地
域　
市
内
在
住
者

修
理
日　
６
月
24
日
㈰

修�

理
内
容　
雨
漏
り
・
建
具
修
理

な
ど　
※
補
修
す
る
際
の
材
料

費
は
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

申
込
締
切
日　
６
月
14
日
㈭

　
詳
し
く
は
当
協
会
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
広
島
小
型
船
舶
教
習
所

�

☎
（
６
９
）
１
０
６
５

日
時　
６
月
16
日
㈯
午
後
６
時
～

場�

所　
わ
く
わ
く
セ
ン
タ
ー
（
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）（
能

美
町
鹿
川
）

申�

込
み　
電
話
で
同
事
務
所
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い

問
広
島
県
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
８
２
（
５
０
５
）
２
０
７
０

試�

験
日
時　
10
月
14
日
㈰
午
前
10

時
～
正
午

試�

験
場
所　
広
島
大
学
（
東
広
島

市
鏡
山
一
丁
目
）

受
付
期
間　
６
月
１
日
㈮
～
27
日
㈬

受
付
方
法　
簡
易
書
留
に
よ
る
郵
送

提�

出
先　
〒
７
３
２
―
０
８
１
６

広
島
市
南
区
比
治
山
本
町
12
―
２

（
社
福
）
広
島
県
社
会
福
祉
協

議
会
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研

修
受
講
試
験
窓
口

※�

受
験
の
手
引
き
・
提
出
書
類
は

本
庁
、
市
民
セ
ン
タ
ー
（
江
田

島
・
能
美
・
沖
美
）
、
三
高
支

所
に
あ
り
ま
す
。

問
人
権
推
進
課

　
　
　
　
☎
（
４
３
）
１
６
３
５

　
６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
で
す
。
次
の
と
お
り
特
設

人
権
相
談
所
を
開
設
し
、
人
権
擁

護
委
員
に
よ
る
人
権
相
談
を
行
い

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

日�

時　
６
月
１
日
㈮
午
前
10
時
～

午
後
３
時

場�

所　
江
田
島
市
民
セ
ン
タ
ー
別

館
、
わ
く
わ
く
セ
ン
タ
ー
（
農

介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験
実
施

場�

所　
江
田
島
保
健
セ
ン
タ
ー
１

階
第
１
会
議
室

▼
能
美
町

日�

時　
６
月
25
日
㈪
午
後
２
時
～

３
時
30
分

場�

所　
能
美
市
民
セ
ン
タ
ー
２
階

第
１
会
議
室

▼
沖
美
町

日�

時　
６
月
27
日
㈬
午
後
２
時
～

３
時
30
分

場�

所　
沖
美
市
民
セ
ン
タ
ー
集
会

室
１
・
２

▼
大
柿
町

日�

時　
６
月
28
日
㈭
午
後
２
時
～

３
時
30
分

場
所　
本
庁
４
階
４
０
１
会
議
室

問�

市
社
会
福
祉
協
議
会
（
権
利
擁

護
セ
ン
タ
ー
え
た
じ
ま
）

　
　
　
　
☎
（
４
０
）
２
５
０
１

　
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
を
開

催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

※
要
予
約
（
一
組
30
分
以
内
）

日�

時　
６
月
30
日
㈯
午
後
１
時
～

４
時

場
所　
能
美
保
健
セ
ン
タ
ー

問�

社
団
法
人
広
島
県
建
築
セ
ン

タ
ー
協
会
江
田
島

　
　
　
　
☎
（
５
７
）
０
２
８
０

①
コ
テ
ア
ー
ト
（
コ
テ
絵
）

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）、
沖

美
市
民
セ
ン
タ
ー
、
大
柿
市
民

セ
ン
タ
ー

問
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
☎
（
４
３
）
１
６
４
５

　
次
の
と
お
り
農
地
等
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
農
業
委
員
、
各
町

の
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
お

よ
び
農
林
水
産
課
の
職
員
が
お
話

を
伺
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

相�
談
対
象　
農
地
及
び
農
業
全
般

に
関
す
る
相
談

相
談
事
例

①�

現
在
耕
作
し
て
い
な
い
田
畑
を
、

農
業
委
員
会
の
あ
っ
せ
ん
に
よ

り
貸
し
た
い

②�

数
年
後
に
耕
作
を
や
め
て
農
地

を
貸
し
た
い

③�

栽
培
面
積
を
広
げ
た
い
た
め
、

農
地
を
借
り
た
い

④
農
業
に
携
わ
り
た
い

⑤�

定
年
前
、
定
年
帰
農
等
で
こ
れ

か
ら
農
業
に
本
腰
を
入
れ
た
い

⑥�

有
害
鳥
獣
を
防
止
す
る
た
め
の

対
策
等
を
知
り
た
い

⑦�

有
害
鳥
獣
の
柵
等
に
か
か
る
補

助
金
に
つ
い
て
聞
き
た
い

⑧�

農
業
を
開
始
す
る
上
で
利
用
で

き
る
補
助
金
を
知
り
た
い

開
催
日
程

▼
江
田
島
町

日�

時　
６
月
22
日
㈮
午
後
２
時
～

３
時
30
分

農
地
等
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

無
料
法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

住
宅
無
料
補
修
・
コ
テ
ア
ー
ト

（
コ
テ
絵
）
体
験

小
型
船
舶
免
許
更
新
・
失
効
講

習
を
開
催

広告

え
る
な
ど
、
農
薬
を
散
布
す
る

前
に
近
く
の
生
産
者
と
十
分
に

連
絡
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

▼�

必
要
に
応
じ
て
、
協
会
に
遮
へ

い
シ
ー
ト
や
ネ
ッ
ト
を
設
置
す

る
な
ど
、
農
薬
の
飛
散
防
止
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▼�

農
薬
を
使
う
と
き
の
基
準
を
守

り
、
正
し
く
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

※�

農
薬
取
締
法
の
基
準
に
違
反
し

た
場
合
は
、
罰
せ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
（
３
年
以
下
の
懲

役
か
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
）

問
水
道
業
務
課

�

☎
（
４
２
）
３
３
１
１

労
働
保
険
更
新
の
ご
案
内

　
水
道
週
間
が
６
月
１
日
㈮
か
ら

７
日
㈭
ま
で
全
国
一
斉
に
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

水
道
週
間
は
、
厚
生
労
働
省
、

都
道
府
県
を
は
じ
め
、
各
市
町
村

の
関
係
自
治
体
な
ど
に
よ
っ
て
水

道
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
、
今
後
の
水

道
事
業
の
取
組
に
つ
い
て
協
力
を

得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
水

道
水　
安
全　
お
い
し
い　
金
メ

ダ
ル
」
で
す
。

　
日
本
で
は
、
安
全
で
衛
生
的
な

水
が
蛇
口
か
ら
出
ま
す
が
、
水
道

施
設
の
老
朽
化
や
自
然
災
害
へ
の

問
農
林
水
産
課

�

☎
（
４
３
）
１
６
４
２

　
農
薬
を
使
用
す
る
場
合
は
、
農

作
物
な
ど
に
害
を
及
ぼ
し
た
り
、

人
や
動
物
に
危
険
を
及
ぼ
さ
な
い

よ
う
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

▼�

農
薬
は
、
風
が
な
い
日
に
行
う

な
ど
、
周
辺
へ
の
影
響
が
少
な

い
天
候
の
日
や
時
間
帯
に
散
布

し
ま
し
ょ
う
。

▼�

病
害
虫
の
発
生
状
況
を
よ
く
見

て
、
必
要
最
小
限
の
農
薬
を
散

布
し
ま
し
ょ
う
。

▼�

近
く
の
作
物
の
収
穫
時
期
を
考

農
薬
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

対
応
な
ど
、
水
道
を
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
安
全
・
安
心
な
水
を
お
届
け
す

る
水
道
施
設
を
将
来
に
わ
た
っ
て

維
持
し
、
持
続
的
な
事
業
運
営
を

し
て
い
く
こ
と
は
、
全
国
的
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
水
道
事
業
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
産
業
企
画
課

�

☎
（
４
３
）
１
６
４
１

　
平
成
30
年
度
の
労
働
保
険
更
新

手
続
き
は
、
７
月
10
日
㈫
ま
で
に

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
更
新
申
告
書
は
５
月
31

日
ま
で
に
送
付
さ
れ
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

�

広
島
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険

徴
収
課

　
☎
０
８
２
（
２
２
１
）
９
２
４
６

　
呉
労
働
基
準
監
督
署

　
☎
（
２
２
）
０
０
５
５

▼
大
柿
高
校

日�

時　
６
月
３
日
㈰

　
①
午
前
11
時
～
②
午
後
１
時
～

▼
江
田
島
中
学
校

日�

時　
６
月
10
日
㈰

　
①
午
前
11
時
～
②
午
後
１
時
～

※�

５
月
27
日
㈰
に
は
音
戸
中
学
校

が
演
奏
し
ま
し
た
。

保
健
所
サ
テ
ラ
イ
ト
変
更
の
お
知
ら
せ

問
西
部
保
健
所
呉
支
所
衛
生
環
境
課

�

☎
（
２
２
）
５
４
０
０

　
市
食
品
衛
生
協
会
移
転
の
た
め
、

次
の
場
所
に
変
更
し
ま
す
。

開�

催
場
所　
市
食
品
衛
生
協
会
事

務
局
（
能
美
町
中
町
・
能
美
市

民
セ
ン
タ
ー
２
階
）☎（
４
３
）

１
１
７
７

開�

催
日
時　

毎
月
第
１
月
曜
日

（
４
月
・
祝
祭
日
の
場
合
は
次

週
の
月
曜
日
）
午
前
10
時
～
午

後
３
時

受
付
内
容

・�

新
た
に
飲
食
店
や
食
品
の
製
造

を
始
め
る
場
合
の
相
談
・
申
請

・�

地
域
イ
ベ
ン
ト
で
食
品
を
提
供

す
る
場
合
の
相
談
・
届
出
な
ど

広告

第
60
回
水
道
週
間

ゆ
め
タ
ウ
ン
江
田
島
で
音
楽
を
！

各
学
校
吹
奏
楽
部
な
ど
が
演
奏

　人権推進課には、市内に住んでいる外国人の生活相
談や行政手続きの支援を目的に、多文化共生相談員が
２人います。その１人、前田エルリンダさんに、江田島
市の印象を聞いてみました。
浜先（国際交流担当）　江田島市に来てどのくらい？
前�田　20年ちょっとかな。挨拶や食事方法が全然違う
からとまどった。
浜先　住んでみてどう？
前�田　江田島の人は優しい。留守の時にね、洗濯物が
雨でぬれちゃぁいけんって隣のおばあちゃんが取り
込んでくれてとったり、野菜を分けてくれたり。そ
うそう台風が少ないのもいい（笑）
浜先　逆に“こうだったらいいなぁ”と思うことは？
前�田　身近なものだと、バスの行き先や病院とかね、
英語があるといい。
浜先　ちょっと英語が添えてあるだけで違う？
前�田　うん、全然違う。買い物でも、一言だけでも分
かる言葉があると安心する！

　江田島市は、広島県の中で最も外国人住民の割合が
多い地域です。外国人住民の中には、日本の文化・習
慣の違いや、必要な情報を十分に得られず、地域のルー
ルから救急車の呼び方まで、分かりにくいことが多い
のです。これらを自己責任という言葉だけで片付ける
のではなく、まずは相手の「困り感」に気付こうとす
ることが、お互いの理解につながります。

多文化共生 ～多様な違いを認め合い、共に生きる①～
　　　　　　　　問人権推進課　☎（４３）１６３５

今
回
の
テ
ー
マ
は
カ
ブ
ト
ム
シ
と
カ
タ
ツ
ム
リ
！　
日
時　
７
月
７
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午　
場
所　
古
鷹
山
ビ
オ
ト
ー
プ
（
江
田
島
町
切
串
）　
服
装　
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
（
動
き
や
す
い
服
装
）・

あ
れ
ば
長
靴　
持
参
す
る
も
の　
水
分
補
給
す
る
た
め
の
飲
み
物　
申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ　
問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
ビ
オ
ト
ー
プ
協
会
中
・
四
国
地
区
委
員
会
☎
（
２
３
）
４
５
６
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
２
３
）
４
５
６
９

古
鷹
山
ビ
オ
ト
ー
プ

自
然
観
察
会
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登
と ば り

張　竹
ちくふう

風
（本名：登張　信

のぶいちろう
一郎 １８７３～１９５５）

ー日本におけるドイツ文学会の草分けー

竹
風
が
編
纂
し
た
日
本
初
の
独
和
辞
典

『
独
和
大
辞
典
』（
１
９
１
２
年
）

能
美
図
書
館
所
蔵

２

１８７３（明治６）年　　江田島町津久茂　出生
１８９７（明治30）年　東京帝国大学　卒業
１９０２（明治35）年　�『ニイチェと二詩人』『気焔録（きえんろく）』

でニーチェ主義を標榜する。
１９１２（明治45）年　『独和大辞典』（１９１２年）の編纂に携わる。
１９５５（昭和30）年　他界（享年81）

　
登
張
竹
風
は
、
１
８
７
３
（
明

治
６
）
年
、
江
田
島
町
津
久
茂
に

生
ま
れ
ま
し
た
。
当
時
の
津
久
茂

学
校
を
卒
業
後
、
地
元
を
離
れ
、

広
島
中
学
、
山
口
高
等
中
学
校
を

経
て
、
東
京
帝
国
大
学
へ
と
進
み

ま
す
。
そ
し
て
卒
業
後
は
、
母
校

で
あ
る
旧
制
山
口
高
校
（
１
８
９

４
（
明
治
27
）
年
、
山
口
高
等
中

学
校
か
ら
改
称
）
に
、
教
授
と
し

て
赴
任
し
ま
す
。

　

竹
風
は
、
１
９
０
１
（
明
治

34
）
年
、
高
山
樗
牛(

た
か
や

ま
・
ち
ょ
ぎ
ゅ
う)

に
影
響
を
受

け
、『
美
的
生
活
論
と
ニ
イ
チ
エ
』

を
発
表
し
ま
す
。
美
的
生
活
論
と

は
、自
己
を
尊
重
し
、本
能
に
従
っ

て
動
く
こ
と
を
美
と
し
た
考
え
方

で
す
が
、
当
時
の
世
情
は
、
理
性

や
道
徳
を
過
信
し
た
も
の
で
あ
り
、

竹
風
の
考
え
方
は
、
当
時
の
社
会

に
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
も
の

で
し
た
。
こ
の
思
想
は
、
明
治
文

壇
の
中
で
波
紋
を
呼
び
、「
美
的

生
活
論
争
」
を
巻
き
起
こ
し
ま
し

た
。

　
１
９
０
２
（
明
治
35
）
年
か
ら

は
、
ニ
ー
チ
ェ
主
義
を
掲
げ
、
東

京
高
等
師
範
学
校
教
授
と
な
り
ま

し
た
が
、
そ
の
唱
道
す
る
美
的
生

活
論
や
超
人
思
想
を
危
険
視
さ
れ
、

職
を
追
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
１
９
１
０
（
明
治

43
）
年
に
仙
台
の
第
二
高
等
学
校

に
赴
任
す
る
と
、
そ
の
大
胆
で
度

量
の
大
き
い
性
格
か
ら
、
名
物
教

授
と
し
て
称
さ
れ
、
退
職
後
、
文

壇
で
も
そ
の
特
異
な
論
調
を
主
張

し
続
け
、
宗
教
学
者
の
姉
崎
嘲
風

(

あ
ね
さ
き
・
ち
ょ
う
ふ
う)

、
歴

史
家
の
笹
川
臨
風(

さ
さ
か
わ
・

り
ん
ぷ
う)

と
と
も
に
、「
明
治
の

三
風
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　
竹
風
は
、
ニ
ー
チ
ェ
の
思
想
を

日
本
に
初
め
て
紹
介
し
、
当
時
の

抑
圧
さ
れ
た
世
相
に
疑
問
を
投
げ

か
け
、
批
判
を
受
け
な
が
ら
も
、

自
分
の
信
念
を
曲
げ
る
こ
と
な
く
、

81
年
の
生
涯
を
生
き
抜
き
ま
し
た
。

　
そ
の
姿
や
思
想
に
影
響
を
受
け

た
者
も
多
く
、
経
済
学
者
の
河
上

肇(

か
わ
か
み
・
は
じ
め)

や
、
竹

風
と
同
じ
く
ド
イ
ツ
文
学
の
翻
訳

や
紹
介
を
し
た
片
山
狐
村(

か
た

や
ま
・
こ
そ
ん)

も
そ
の
一
人
で
、

竹
風
の
思
想
は
、
近
代
日
本
を
創

る
上
で
の
基
盤
に
な
っ
た
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
竹
風
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
ド
イ
ツ
文
学
の
翻
訳
、
紹
介
や
、

日
本
初
の
独
和
辞
典
で
あ
る
『
独

和
大
辞
典
』
の
編
纂
に
携
わ
っ
て

お
り
、
日
本
に
お
け
る
独
文
学
界

の
草
分
け
の
一
人
と
し
て
も
大
き

く
活
躍
し
ま
し
た
。

ー
生
涯
ー

健 康 ひろ ば

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
（
４
３
）
１
６
４
０ Vol.８

え
た
じ
ま
ん
の
つ
ど
い
通
信

参
加
者
の
声

　

毎
週
火
曜
日
が
来
る
の
を
待
ち
遠

し
く
感
じ
な
が
ら
、
み
ん
な
で
介
護

予
防
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

体
操
終
了
後
に
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、

い
ろ
い
ろ
な
世
間
話
を
す
る
の
が
頭

の
体
操
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

～
若
柳
会
編
～

�

（
大
原
老
人
集
会
所　
毎
週
火
曜
日　
午
後
１
時
30
分
～
）

　

椅
子
の
出
し
入
れ
や
、
体
操
終
了

後
の
お
茶
の
用
意
な
ど
、
年
齢
に
関

わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
が
で
き
る
こ
と

を
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
新

た
な
仲
間
も
大
歓
迎
な
の
で
、
気
軽

に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

みんな効果を感じて

いていいみたい♪

体が軽く

感じる！

米寿を過ぎても、
ここに来たらお茶
くみもするし、　 
まだまだ現役よ！

体操をすると、
カラオケでいい声が

出せるのよ！

家では絶対しないけど、
ここに来たらやる気に
なるの

始めて２ヵ月だけど、

立ち上がりが楽になって嬉しい。

バイク乗るのも踏ん

張る力がいるから、

百歳体操は大事！

「かみかみ百歳体操」で唾液量アップ！

問地域包括支援センター☎（４３）１６４０
　介護予防というと、つい病気や運動に注目しがちで
すが、口や栄養、こころや社会性なども、運動と同じ
ように、健康と大きな関わりがある要素です。
　口や歯の機能が衰えると、食べられるものが減り、
栄養状態が悪くなり、誤嚥性肺炎を起こしやすくなる
など、全身の健康状態にも悪影響を及ぼします。

　「いきいき百歳体操」を行っている「えたじまんの
つどい」では、筋力向上のための「いきいき百歳体
操」だけでなく、口の力をつける「かみかみ百歳体
操」も行っています。
　「かみかみ百歳体操」を行えば、唾液が出やすくな
り、噛んだり飲み込んだりする力が付き、おいしく食
べることもでき、栄養もしっかり取れるようになりま
す。
　みんなで一緒に楽しみながら行う体操で、自然と口
の機能を高めることができる「えたじまんのつどい」
の仲間になりませんか？
　参加したい方や、すでに「いきいき百歳体操」を
しているが、「かみかみ百歳体操」もやってみたい方、
お問い合わせお待ちしています。

東京都健康長寿医療センター・平野治彦

「いきいき百歳体操」と一緒にすれば、
え・た・じ・マイレージポイントもつきます♪
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健 康 ひろ ば

問保健医療課☎（４３）１６３９
　大淀慰霊碑、かまど神社、妙覚寺など飛渡瀬地区
の魅力を再発見!!
日時　６月26日㈫午前９時30分
集�合場所　ＪＡ呉飛渡瀬支店駐車場
コ�ース　飛渡瀬地区　散策コース　
準備物　保険料30円、帽子、タオル、お茶

健康づくりウオーキング
（申し込み不要・雨天中止）

昨年度の健康づくりウォーキング（９回）に継続
して参加され、健康づくりに取り組まれた皆さん

▶

児童手当の現況届の提出を忘れずに

平成30年６月分以降の認定
　現在受給中の方で、６月分以降の手当を受給する
ためには現況届の提出が必要になります。対象者に
は６月以降に現況届の用紙などを送付します。
　現況届を提出いただけない場合は、６月以降の手
当の支給が停止されますのでご注意ください。

手当の支給
　手当は原則として、毎年６月、10月、２月の10日
（当日が土・日・祝日の場合はその前日）の年３回、
それぞれの前月分までの４カ月分を、まとめて受給者
名義の金融機関の口座へ振り込みます。

出生や転入などで、これから受給しようとしている方
申請方法
　「認定請求書」の提出が必要です（公務員の場合は
勤務先に提出）。
　児童手当は原則として認定請求をした日の属する
月の翌月分から支給されます。
　ただし、出生、転入などやむを得ない理由により請
求ができなかった場合は、出生日または前住所地から

問社会福祉課☎（４３）１６３８
の転出予定日の翌日から15日以内に申請すると、転
入などの属する月分から支給されます。

申請に必要なもの
①新規に申請をする方
　・認定請求書（各受付窓口に置いてあります）
　・認印
　・�申請者（保護者）名義の普通預金口座番号の分か
るもの（預金通帳・キャッシュカードなど）

　・申請者（保護者）の健康保険証の写しなど
　・�申請者（保護者）の個人番号が分かるもの（マイ
ナンバーカードまたは個人番号の通知カード）

②対象となる児童が増えた方
　・�額改定認定請求書（各受付窓口に置いてありま
す）

　・認印
※�理由によりその他の書類が必要となる場合があり
ます。
※�手当は申請した日の翌月分からの支給となるため、
必要書類がすぐにそろわない場合でも、窓口で申請
を行ってください。

受付窓口
　本庁、市民センター（江田島・能美・沖美）、三高支所
　※公務員は勤務先での手続きになります。

支払日 支給対象となる月
６月10日 ２月～５月分
10月10日 ６月～９月分
２月８日 10月～翌年１月分

�

　問保健医療課☎（４３）１６３９
　本市の国保加入者１人当たり医療費（医療費総額
÷被保険者数）は、全国平均・県平均を上回ってい
ます。
※�６月４日～10日は歯と口の健康週間です。
　『のばそうよ　健康寿命　歯みがきで』

平成29年11月診療分の 国保１人当たりの医療費国保１人当たりの医療費の状況

0 10,000 20,000 30,000 40,000

江田島市

広島県平均

全国平均

43,694 円

33,939 円

30,086 円

（円）

問保健医療課☎（４３）１６３９
問保健医療課☎（４３）１６３９

　おいしい料理を作って、食べて、健康について学
べる教室です。どなたでも参加できます。
内容　健康チェック（血圧測定・尿検査）
　　　健康についての話
　　　「あなたの生活習慣をチェックしてみよう」
　　　食生活改善推進員による調理実習（試食あり）
準備物　エプロン、三角巾、参加費２００円
期日・場所

※時間は午前９時30分～午後１時
※�みそ汁の塩分濃度測定ができます。希望する人は、
みそ汁20㏄を持参してください。

問広島県西部保健所呉支所厚生保健課
☎（２２）５４００

日時　６月15日㈮午後１時30分～３時
場所　大柿市民センター１階第１会議室

問保健医療課☎（４３）１６３９
　本人、家族が体験を語り合い、断酒を支援する場
です。
日時　６月18日㈪午後１時30分～３時
場所　江田島保健センター

問保健医療課☎（４３）１６３９
～ご協力ください～

日時　７月１日㈰�午前10時～午後０時30分
　　　　　　　　午後１時45分～４時
場所　ゆめタウン江田島駐車場

心の健康相談（前日までに要予約）

アルコール健康相談会（申し込み不要）

健康づくり教室（１週間前までに要予約）

献　血

期　日 場　　所

６月11日㈪ 大須コミュニティホーム
津久茂児童館

６月13日㈬ 能美市民センター
さとうみ科学館

６月14日㈭ 高田公民館
江田島コミュニティセンター

６月18日㈪ 沖美市民センター
幸ノ浦老人集会所

６月19日㈫ 鷲部公民館

６月20日㈬ 鹿川公民館
切串公民館

６月21日㈭ 沖美産品加工センター
６月26日㈫ 江田島市民センター
６月27日㈬ 秋月公民館献血は、

　愛のアクション
！

重度心身障害者医療費受給制度について（６月中旬に申請書を送付します）

受給資格要件
・身体障害者手帳　１級～３級所持者
・療育手帳　　　　Ａ、　Ａ　、Ｂ　所持者

自己負担
・医療機関ごとに１回につき２００円
・限度額は、外来４日／月、入院14日／月までです。

所得制限 ・本人と扶養義務者などに所得制限有り。

更新年度
・毎年１回更新があります。
※現在受給中の方には、６月中旬に申請書を送付します。

新規の申請 ・新たに受給要件に該当される方は、申請手続きをしてください。

問保健医療課☎（４３）１６３９
　重度心身障害者医療費受給制度とは、重度心身障害者（児）に対して、医療費の一部を支給することによ
り、障害者の保健の向上と福祉の増進を図ることを目的とした制度です。

重度心身障害者医療費受給制度の概要
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子育 て ひ ろば
開館時間
　午前９時30分～午後７時
※�大柿図書室は日曜のみ
　午後５時まで

図書館
　だより

■第155回ふれあい広場
「哲学カフェ“私にとっての読書”」
日時　６月16日㈯午後１時～
場所　能美図書館２階研修室
内�容　「私にとっての読書」をテーマ
に参加者各々が自分にとっての読
書について語り合います。

講師　上村崇さん
対象　一般
定員　10人（事前の申込みが必要）
参加費　無料

■�児童文学誌「小鳥」(第14号)掲載
作品募集
　生活作文(小学３年生まで）、童話、
詩など児童文学作品と表紙絵になる
小鳥の絵（児童のみ）を募集します。
※�作品は４００字詰めの原稿用紙10
枚以内、表紙絵はＡ４サイズ程度
の紙１枚。

提�出期限　９月30日㈰　※当日消印
有効

能美図書館
■おはなしむら
日時　６月９日㈯午後２時～
内�容　絵本の読み聞かせと工作（ダ
ンボールで、一人で遊べるテニス
ラケットを作ろう）

■かみしばいごや
日時　６月24日㈰
　　　午前10時30分～ 11時
内�容　かみしばいの上演「ばけこ
ちゃんのたなばた」ほか

大柿図書室

６月のミニ図書館
期日 時間・場所

６日㈬・
20日㈬

午前10時～11時
　津久茂児童館
午前11時15分～正午
　切串公民館
午前11時～正午
　三高会館
午後２時15分～３時
　市民サービスセンター

６月の休館(室)日
３館（室）共通の休館（室）日
毎週木曜日（定期休館（室））

江田島図書館☎（４２）１４１７
27日㈬（月末整理日）

能美図書館☎（４５）００７５
26日㈫（月末整理日）

大柿図書室☎（５７）３０７１
29日㈮（月末整理日）

■みんなの広場
「容器で風りんを作ろう！」
日時　６月２日㈯午前10時30分～
場�所　江田島図書館２階会議室
対�象　小学生以下（小さいお子さん
は保護者同伴）

定員　10人
参加費　無料
※�当日は先着順での受付になりま
す。

■返却していない本はありませんか？
　長い間返していない本があれば、
早急に返してください。返却ポスト
に入れても構いません。ご協力をお
願いします。

江田島図書館

６月の各館（室）定例行事案内

江田島学校給食共同調理場おすすめメニュー

123

〈ひじきのサラダ〉

今回のポイント
　煮物で食べることが多いひじき
をいろいろな食材とともにサラダ
にしました。酸味がきいたドレッ
シングなので、これからの時季、
特におすすめです。

■作り方
①�ハムは１.５㎝の角切り、ニンジンは太目の千切り、キュウリはたて
半分に切って端から薄切りにする。

②�芽ひじきは戻して絞り、小鍋に入れてＡを加えて煮汁がなくなるまで
煮て、あら熱をとる。

③�①のハム、ニンジンとホールコーンをそれぞれ電子レンジで加熱して、
あら熱をとる。

④①のキュウリに塩少々をふりかけしんなりさせて絞る。
⑤�白ごまは半ずりにし、Ｂの調味料を混ぜ合わせてドレッシングを作る。
⑥�ボウルに②～④の食材を入れて混ぜ合わせ、⑤も加えてサッと和える。

■材料（５人分）
ハム………………………… ２枚
芽ひじき………………………20g
　水……………………1/4 カップ
　しょうゆ………………小さじ２
　 砂糖… ……………… 小さじ２
ニンジン………………中 1/4 本
ホールコーン……………… 20g

熱量
55㎉

（１人分）

キュウリ………………… 中１本
塩………………………………少々
白ごま………………… 小さじ２
　酢……………… 小さじ１1/2
　油………………… 大さじ１弱
　砂糖………………… 小さじ１
　塩・こしょう…………… 少々

Ａ

Ｂ

にこ♡にこひろば①
日時　６月７日㈭
　　　午前10時30分～ 11時30分
内容　「いも植え」
　にこにこ農園に、みんなでサツ
マイモの苗を植えるよ。土に触れ
る感覚を楽しみましょう！大きく
育っていく様子をみててね。
準�備物　お茶、タオル、軍手、汚
れてもいい服装

にこ♡にこひろば②
日時　６月13日㈬
　　　午前10時30分～ 11時30分
内容　「キッズダンス」
　ダンス講師をお迎えして、キッ
ズ（ベビー）のためのダンスをし
ます。どんなダンスかな？親子で
楽しみましょうね!!
※�大人は動きやすい服装で来てく
ださい。裸足になりますのでタ
イツ、ストッキングはご遠慮く
ださい。

講師　岡山枝里先生
準�備物　お茶、タオル、抱っこひ
も（必要な方のみ）

にこ♡にこひろば③
日時　６月19日㈫
　　　午前10時30分～ 11時
内容　「七夕飾り」
　子どもたちの成長や幸せを祈り
ながら、お星さまに願いが届くよ
うに…親子で一緒に七夕飾りを作
りましょう。

日時　６月６日㈬
　　　午前10時～ 11時30分
場所　能美保健センター
内�容　リズム遊び
　音楽に合わせて体を動かしたり、
新聞紙やボールなどで遊びます。
講師　中川美保先生（呉市本庄つくし園）
対象者　１歳以上の幼児と保護者
参加費　無料
準�備物　母子健康手帳、飲み物
※身体計測はありません。

日時　６月12日㈫
　　　午前10時～ 11時30分
場所　鷲部公民館
内�容　離乳食教室
　離乳食の悩みを一緒に解決しま
しょう。離乳食の試食もできます。
参加費　無料
準�備物　母子健康手帳、飲み物（お
茶、ミルクなど）
※希望者に身体計測を行います。

日時　６月21日㈭
　　　午前10時～午後１時
場所　鷲部公民館
内�容　噛み噛み食を作って一緒に
歯磨きしよう！

対象者　２歳以上の幼児と保護者

食育チャレンジ隊

　健医療課からのお知らせ
☎（４３）１６３９

保 申込締切　６月14日㈭
参加費　１人２００円
準�備物　エプロン、お茶、タオル、
使っている歯ブラシなど

「お魚教室　３回シリーズ」
内�容　稚魚の放流体験と海の生物
探し

※�７月上旬～中旬に実施する予定
です。日時、場所などの詳細は
保健医療課へお問い合わせくだ
さい。

対�象者　幼児と保護者（年齢制限
なし）

準�備物　長靴、帽子、タオル、水
に濡れてもよい服装

日時　６月１日㈮・７月２日㈪
　　　午前10時～身体測定
　　　午前11時～誕生会
内�容　どんなに大きくなったか
な？身体計測後、誕生会をしま
す。誕生月のお子さんには、イ
ンタビューと写真入りカードの
プレゼントがあります。

準�備物　母子健康手帳、フェイス
タオル、オムツ

　育て支援センターからの
　お知らせ
子

☎（４２）２８５２

にこ♡にこ身体計測
とお誕生会

にこ♡にこひろば

食育体験事業

すくすくくらぶ・ベビーくらぶ

ママの再就職支援相談 子

　子育て中のお母さんを対象に、再就職支援相談
を実施します。妊娠・出産・育児のために仕事を
辞めたけど、「これから仕事をしたい！」と思って
いる方は、ぜひお申し込みください（予約が必要）。
日時　６月15日㈮午前10時～正午
場所　子育て支援センター（江田島町江南）
内容　①求人情報の提供
　　　②働くことに必要な情報の提供
　　　③早期就職に向けた計画的なサポート
相談員　ハローワークくれ（公共職業安定所）職員

ご利用ください『にこ♡にこハウス』
　にこ♡にこハウス（子育て支援センター）で
は、子どもや保護者同士の交流の場となるオー
プンスペースを開放しています。
　また、未就園
児とその保護者
を対象に子育て
支援教室の開催
や、子育て相談
を受けています。
　お気軽にご利
用ください。
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教
育
委
員
会
だ
よ
り

島
か
ら
世
界
へ
　From

 the island to the w
orld

…

※江田島市教育委員会のホームページアドレス
　http://www.edc.etajima.hiroshima.jp/

　

親
に
な
る
た
め
の
専
門
学
校
は
、
あ
り

ま
せ
ん
。
頼
る
の
は
、
自
分
の
育
っ
て
き

た
経
験
や
、
育
て
て
き
て
く
れ
た
自
分
の

親
、
親
戚
、
近
所
の
先
輩
方
。
こ
れ
で
良

し
！
と
自
信
を
も
っ
て
我
が
子
に
向
き
合

え
る
親
っ
て
、
そ
う
め
っ
た
に
は
い
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
生
涯
学
習
課
で
は
、「『
親

の
力
』
を
ま
な
び
あ
う
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
い
ろ
ん
な
人
が
関
わ
り
な
が

ら
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
こ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

　

子
育
て
に
必
要
な
知
識
や
技
術
そ
の
も

の
の
習
得
と
い
う
よ
り
も
、
親
が
「
お
の

ず
か
ら
気
づ
き
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
力
」

を
高
め
て
い
く
。
そ
れ
が
、
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
目
的
で
す
。
参
加
者
同
士
で
自
由

に
意
見
を
交
わ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ま
も
な
く
親
に
な
る

方
か
ら
、
中
高
生
ま
で
全
部
で
34
プ
ロ
グ

ラ
ム
あ
り
ま
す
。

　
「
講
座
を
受
け
た
い
、
興
味
が
あ
る
」
と

い
っ
た
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
生
涯
学
習

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

講
座
は
、
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
市

内
在
住
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
が
、
ご
希

望
に
添
え
る
時
間
や
場
所
へ
出
向
い
て
話

を
進
め
て
く
れ
ま
す
。

※
お
子
さ
ま
連
れ
で
の
来
場
も
可
能
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
☎
（
４
３
）

１
９
０
２
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
夏
休
み
期

間
中
の
放
課
後
児
童
支
援
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

勤�

務
内
容　

留
守
家
庭
児
童
（
小
学
生
）

に
遊
び
や
生
活
の
指
導
を
行
い
ま
す
。

応�

募
条
件　
室
内
外
で
の
遊
び
な
ど
の
活

動
、
指
導
が
可
能
な
方
。
大
学
生
も
可

能
で
す
。

募
集
人
員　
若
干
名

任
用
期
間　
７
月
23
日
㈪
～
８
月
31
日
㈮

時
給　
９
０
０
円

勤
務
日　
週
３
日
～
５
日

勤�

務
時
間　
午
前
８
時
～
午
後
６
時
の
う

ち
８
時
間
（
シ
フ
ト
制
、
応
相
談
）

勤
務
地　
市
内
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

応
募
期
間　
６
月
11
日
㈪
～
22
日
㈮

　

応
募
用
紙
は
、
教
育
委
員
会
、
本
庁
、

市
民
セ
ン
タ
ー
（
江
田
島
・
能
美
・
沖
美
）、

三
高
支
所
に
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
☎
（
４
３
）

１
９
０
２
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
平
成
30
年
度
教
科
書
展
示
会
を
能
美
図

書
館
で
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
見
学

で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

展
示
す
る
教
科
書
見
本

　
平
成
31
年
度
か
ら
中
学
校
で
使
用
す
る

「
特
別
の
教
科　
道
徳
」
の
教
科
書
見
本

展
示
場
所　

　
能
美
図
書
館
１
階
閲
覧
室

展
示
期
日　

　

�

６
月
15
日
㈮
～
７
月
６
日
㈮
（
能
美
図

書
館
の
休
館
日
は
除
く
）

展
示
時
間

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
７
時

▲展示する教科書

放
課
後
児
童
支
援
員
を
募
集

平
成
30
年
度　
教
科
書
展
示
会

　　　江田島警察署通信　第22号　　　　　　　　江田島警察署　☎（４２）０１１０
  ～特殊詐欺に遭わないと思っている人は約８割!! ～　  　　　
　警察庁の世論調査によると、特殊詐欺被害に遭
わないと思っている人は約８割にのぼり、年齢が
上がるほど「自分は被害に遭わない」と思ってい
る意識が強いという調査結果が出ました。
☆現在増加している手口
・�「料金未納」と記載のあるハガキや、メールが
届き電話をかけさせる
・�役所や警察などの官公署を名乗り「医療費が還
付される」「詐欺被害に遭っている」などとい
う電話をかけてくる

・�インターネットサイトで「ウイルス感染してい
る」という画面を表示させ、解除のために記載
の電話番号へ電話をかけさせる

　いずれも架空請求という詐欺の手口で、その名
の通りすべて嘘の話です。特に年金支給日の前後
に、こういったハガキや電話が増加する傾向があ
ります。心当たりのないものには安易に連絡をせ
ず、まず相談して冷静になり、一緒に詐欺被害を
防ぎましょう！

「『
親
の
力
』
を
ま
な
び
あ
う
学

習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
講
座
を
開
催

※記載がない場合、開催場所は各館
※電話で各施設に申し込んでください

■沖美ふれあいセンター
　　　　　　　☎（４７）１０００
第14回江田島市文化協会交流発表会
内�容　江田島市文化協会会員が、日
夜練習を重ねた努力の成果を発表
します。
　�　民謡・舞踊・コーラス・銭太鼓・
カラオケなど盛りだくさんです。
　�　また、コーヒー、ふるさと産品
などの販売もありますので、ぜひ
お越し下さい。

日�時　６月10日㈰午前９時40分開会
場所　沖美ふれあいセンター

■江田島市民センター別館
　　　　　　　☎（４２）００１５
▶催しその１
はじめてのメディカルアロマ
内�容　メディカルアロマで、虫除けス
プレーや、梅雨時期に役立つ抗菌
スプレーを作ろう！

日�時　６月14日㈭午前10時～
講師　志水友香さん
参加費　５００円
定員　12人
申込期限　６月11日㈪

▶催しその２
季節の和菓子作り

内�容　花をモチーフにした、練り切
りの和菓子作りに挑戦しませんか！

日�時　６月19日㈫午前10時～
講師　久保文子さん
準備物　エプロン
参加費　５００円
定員　８人
申込期限　６月12日㈫

■能美市民センター
　　　　　　　☎（４０）２７７７
▶催しその１
美を楽しむ
内�容　ＭＯＡ美術館所蔵、野々村仁
清作、国宝「色絵藤花文茶壺」の
複製と、同美術館「一白庵」所蔵
の茶道具を展示します。

※�展示物についての説明は、午後１
時30分と２時30分の２回行います。

日�時　６月９日㈯午後１時～４時

奥本　剛　模型作品展
　江田島町在住の奥本剛さんによる、立体
模型の展示です。
　宇宙戦艦ヤマトや世界各国の戦艦のプラ
モデル、ジブリ映画の登場人物と建物のミ
ニチュアアートなど、出展作品は約１００点。
　細部までこだわった精密なディテール・
完成度の高さは圧巻です。
　大人も子どもも楽しめること間違いな
し！ぜひご来場ください。
展示期間　６月16日㈯～７月15日㈰
※�開館時間は午前９時30分～午後４時30
分(火・祝除く)・入場無料

学 び の ひ ろば

講�師　河野義春さん（ＭＯＡ美術文
化インストラクター）

参加費　無料（お抹茶代３００円）
申込期限　６月４日㈪
※�お抹茶の定員は30人です。お抹茶
を希望される方以外は、申込不要
です。

▶催しその２
精進料理と禅のこころ　
～日本の文化～
内�容　日本の文化に触れる、全４回
のシリーズ講座です。初回は、講
話を聴き瞑想を体験してみましょ
う。

日�時　６月23日㈯午前10時～
講�師　金田 宗渕 さん（臨済宗大徳
寺派僧侶）

参加費　無料
申込期限　６月18日㈪

　「広報えたじま」に掲載する広告を募集しています。
申込方法など、詳しくは企画振興課☎（４３）１６３０
へお問い合わせください。
広告の大きさなど　１枠縦46㎜×横170㎜・黒１色
広告の掲載位置　原則「お知らせ」ページの下部
　（掲載位置は指定できません）

広告を募集中！

　広報紙に掲載している写真の写真データをお貸しし
ます。写真データは各自で現像してもらうようにして
います。詳しくは企画振興課☎（４３）１６３０へお
問い合わせください。

広報えたじま掲載写真の
データをお貸ししています

学びの館　市民ギャラリー　　　月６
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火災・救急・救助は１１９番

消防つうしん
●消防本部・消防署
　☎（４０）０１１９㈹
●能美出張所
　☎（４５）４７３９

火災などのお問い合わせは☎（４２）３１１９へ ※かっこ内は平成30年１月
からの累計

年金
だより問 市民生活課 ☎（４３）１６３４・広島南年金事務所 ☎０８２（２５３）７７１０

　
本
市
に
お
い
て
、
今
年
に
入
り
６

人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
る
住
宅
火
災

が
発
生
し
ま
し
た
。

　
消
防
本
部
で
は
、
消
防
団
と
合
同

で
、
緊
急
に
全
世
帯
を
対
象
に
し
た

住
宅
防
火
訪
問
（
不
在
宅
に
は
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
配
布
）、
車
両
に
よ
る

広
報
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

住
宅
火
災
で
亡
く
な
る
原
因
で

最
も
多
い
の
は
「
逃
げ
遅
れ
」
で

す
。
家
族
と
自
分
の
命
を
守
る
た
め

に
、
日
頃
か
ら
次
の
事
項
に
注
意
し

　
付
加
年
金
で
、
将
来
受
け
取
る

年
金
額
を
増
や
せ
る
こ
と
を
ご
存

知
で
す
か
？

　
付
加
保
険
料
を
納
め
る
と
、
老

齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
さ
れ
る
形

で
付
加
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
方

・
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

・�

任
意
加
入
被
保
険
者
（
65
歳
以

上
の
方
を
除
く
）

▼
付
加
保
険
料
の
額

　
月
４
０
０
円

▼
付
加
年
金
額

　
付
加
年
金
額
は
「
２
０
０
円
×

付
加
保
険
料
納
付
月
数
」
で
す
。

例
え
ば
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の

40
年
間
、
付
加
保
険
料
を
納
め
て

い
た
だ
い
た
場
合
の
年
金
額
は
次

の
と
お
り
で
す
。

２
０
０
円
×
４
８
０
月
（
40
年
）

＝
９
６
０
０
０
円

※�

付
加
年
金
は
定
額
の
た
め
、
物

価
ス
ラ
イ
ド
（
増
額
・
減
額
）

は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼�

付
加
保
険
料
を
納
め
る
際
の
留

意
点

・�

付
加
保
険
料
の
納
付
は
、
申
し

込
ん
だ
月
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

・�

付
加
保
険
料
の
納
期
限
は
、
翌

月
末
日
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

・�

納
期
限
を
経
過
し
た
場
合
で
も
、

期
限
か
ら
２
年
間
は
付
加
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・�

付
加
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

を
希
望
し
な
い
場
合
は
、「
付

加
保
険
料
納
付
辞
退
申
出
書
」

の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

・�

国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い

る
方
は
、
付
加
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

・�

月
末
が
土
曜
日
、
日
曜
日
、
休

日
な
ど
に
あ
た
る
場
合
お
よ
び

年
末
の
納
期
限
は
、
翌
月
最
初

の
金
融
機
関
な
ど
の
営
業
日
と

な
り
ま
す
。

住
宅
火
災
に
よ
る
犠
牲
者
が

増
え
て
い
ま
す
！

ま
し
ょ
う
。

火
災
か
ら
命
を
守
る
ポ
イ
ン
ト

①�

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
「
住
宅

用
火
災
警
報
器
」
を
必
ず
設
置
す

る
。

②
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
。

③�

コ
ン
ロ
の
そ
ば
を
離
れ
る
時
は
必

ず
火
を
消
す
。

④�

た
こ
足
配

線
は
や
め

て
、
ホ
コ

リ
な
ど
綺

麗
に
清
掃

す
る
。

将
来
受
け
取
る
年
金
額
を

増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す

知って得する付加年金

平
成
30
年
度
危
険
物
安
全
週
間

が
は
じ
ま
り
ま
す

　
６
月
３
日
㈰
～
９
日
㈯
は
危
険
物

安
全
週
間
で
す
。
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油

な
ど
危
険
物
の
取
り
扱
い
に
は
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

平成30年４月１日～30日
火災・救急件数
火　災 ２件(６件)
救　急 113件(520件)

男性 女性 計 世帯数
江田島 4,232 4,258 8,490 4,658
能　美 2,498 2,712 5,210 2,598
沖　美 1,595 1,568 3,163 1,745
大　柿 3,320 3,593 6,913 3,561
全　体
(前月比)

11,645
（186）

12,131
（△4）

23,776
（182）

12,562
（214）

人口と世帯数（外国人市民を含む）
平成30年４月30日現在

６月の相談

■心配ごと相談（午後１時～３時30分）
問市社会福祉協議会　☎（４０）２501

５日㈫　わくわくセンター（農村環境改善センター）
12日㈫　大柿市民センター（旧大柿公民館）
19日㈫　沖美市民センター
26日㈫　江田島市民センター別館（旧江田島公民館）

問保健医療課　☎（４３）１６３９

※日程は変更することがあります。６月の当番医

３日㈰ 大君浜井病院（大柿町大君）診療時間：午前10時～午後５時 ☎（57）5678

10日㈰長尾医院（沖美町三吉）診療時間：午前10時～午後５時 ☎（47）0204

17日㈰川崎医院（能美町鹿川）診療時間：午前10時～午後５時 ☎（45）2031

24日㈰島の病院おおたに（能美町中町）診療時間：午前10時～午後５時 ☎（45）0303

※�子どもさんの診療については、事前に医療機関へ電話で
お問い合わせください。なお、症状によっては、呉医師
会休日急患センターなどを紹介する場合があります。

おめでとうございます

すこやか （地区別50音順・敬称略）
４月16日～５月15日届け出分

「すこやか」は、生まれたお子さまについて掲載依頼書を提出された場合に
掲載しています。掲載希望の場合は、企画振興課へご連絡ください。
江田島町
石
いし だ

田　琉
りゅうせい

星（江南・４月10日）�
能美町
山
やまもと

本　　菫
すみれ

（中町・５月７日）　前
まえ だ

田　凌
りょうじ

司（中町・４月10日）�
大柿町
山
やました

下　桜
さ く ま

真（大原・４月26日）　山
やまもと

本　　蘭
らん

（飛渡瀬・５月14日）

ありがとうございました

寄附 （50音順・敬称略）

ふるさと寄附金として
新井　　誼（東京都国立市）上田　雅文（福山市）
奥村　亮太（山口県下関市）田中　　晃（大阪府八尾市）
堀江　規維（広島市西区）
大柿自然環境体験学習交流館車両購入用寄附金として
大新グループ（呉市）

「おくやみ」は、亡くなられた方を掲載しています。このコーナーへの
掲載を希望されない場合は、企画振興課へご連絡ください。

ご冥福をお祈りします

おくやみ （地区別50音順・敬称略）
４月１日～30日届け出分

市税などの納期限￥ ７月２日㈪
　税などは、期限内に納めましょう。ゆめタウン江田島内の
市民サービスセンターでは、土曜日・日曜日・祝日でも納付
できます。

市県民税
（１期・全納）

問税務課
　　　　　☎（４３）１６３６

保育料
（６月分）

問子育て支援センター
　　　　　☎（４２）２８５２

住宅使用料
（６月分）

問都市整備課
　　　　　☎（４３）１６４７

江田島町
川㟢　伸子（小用・82歳）	 木村　武子（小用・85歳）
髙島美知子（小用・83歳）	 田村マスミ（中央・87歳）
中向　正信（小用・60歳）	 前谷　重德（中央・78歳）
道口智津子（秋月・85歳）	 山下　淳子（小用・76歳）
若宮　年枝（津久茂・89歳）	
能美町
稲田シズヱ（中町・98歳）	 片山　純子（鹿川・66歳）
加藤　政行（高田・88歳）	 小國　昭二（鹿川・73歳）
空　久枝（中町・86歳）	 藤本　　泰（鹿川・58歳）
沖美町
井原ヨシヱ（高祖・100歳）	 大越　米子（美能・89歳）
小川　　保（三吉・88歳）	 起多アヤメ（岡大王・96歳）
田中サガノ（三吉・94歳）	 富島　　務（三吉・89歳）
花田　良美（岡大王・84歳）	 和田　洋子（三吉・76歳）
大柿町
石田　憲三（大原・75歳）	 上河内妙子（大原・81歳）
川端ミヤ子（飛渡瀬・72歳）	 神田　行夫（小古江・91歳）
久保口英久（深江・87歳）	 小松　智子（大原・77歳）
空　スヱコ（大原・95歳）	 谷本　一登（深江・88歳）
藤井カズエ（深江・91歳）	 三奈戸定一（大原・86歳）
盛原　春子（飛渡瀬・89歳）	 山根　佑卯（小古江・15歳）
山根　鯉恵（小古江・48歳）	 山本ツヤコ（柿浦・96歳）
渡辺チヱ子（大原・82歳）	
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ほ
っ
と
ひ
と
い
き 

広
報
え
た
じ
ま

第
１６４
号
（
毎
月
１
日
発
行
）

「
広
報
え
た
じ
ま
」
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

http://www.city.etajima.hiroshima.jp
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島
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江
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島
市
大
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大
原
５
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５
番
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灘
尾
弘
吉
先
生
顕
彰
像
建
立
記
念

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
開
封
事
業

▽
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
皆
さ
ん

お
出
か
け
さ
れ
ま
し
た
か
？
５
月
３

日
㈷
は
、
江
田
島
ま
る
と
く
フ
ェ
ア

が
海
上
自
衛
隊
第
１
術
科
学
校
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
目
玉
は
、
熱

気
球
。
乗
っ
て
み
た
い
！
と
、
と
て

も
楽
し
み
に
し
て
い
た
の
で
す
が
…
。

当
日
は
風
が
強
く
、
残
念
な
が
ら
熱

気
球
は
上
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
次

は
６
月
３
日
㈰
、
国
立
江
田
島
青
少

年
交
流
の
家
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催

さ
れ
る
、
ひ
ろ
し
ま
「
山
の
日
」
県

民
の
集
い
に
、
熱
気
球
が
や
っ
て
き

ま
す
。
乗
れ
る
と
い
い
で
す
ね
！

▽
珍
し
い
双
子
の
タ
ケ
ノ
コ
！
住
民

の
方
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
に
紹
介
し
た
い
情
報
や
写
真

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
、
広
報
担

当
ま
で
お

寄
せ
く
だ

さ
い
。

　
広
島
市
中
央
公
園
（
広
島
市
中
区
）
に
、
大
柿

町
出
身
の
元
衆
議
院
議
長
、
灘
尾
弘
吉
先
生
顕
彰

像
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
顕
彰
像
建
立
記
念
で
埋
設
さ
れ
た
タ
イ

ム
カ
プ
セ
ル
を
、
顕
彰
像
建
立
か
ら
ち
ょ
う
ど
20

年
後
で
あ
る
４
月
18
日
㈬
に
掘
り
起
こ
し
を
行

い
、
約
30
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
掘
り
起
こ
し
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
は
、
リ
ー
ガ

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島
で
開
封
し
、
中
か
ら
は
、

灘
尾
先
生
に
関
す
る
資
料
な
ど
25
点
が
取
り
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
と
取
り
出
さ
れ
た
内
容
物

は
、
８
月
17
日
㈮
に
、
顕
彰
像
建
立
に
協
力
し
て

い
た
だ
い
た
方
々
に
披
露
し
た
後
、
大
柿
町
に
あ

る
灘
尾
記
念
文
庫
で
公
開
す
る
予
定
で
す
。

えたじま

キラリ

問
総
務
課

　
　
☎
（
４
３
）
１
１
１
１
㈹

今月の表紙
　４月18日㈬、広島
市中央公園で、灘尾
弘吉先生顕彰像建立
記念タイムカプセル
の開封式典が行われ
ました。
　詳しくは、キラリ
えたじまをご覧くだ
さい。

①タイムカプセル掘り起こし後、出席者で記念撮影②タイム
カプセルの中身を確認する出席者③内容物披露行事で台湾
姉妹校（新竹縣立湖口高等中学校）訪問を報告する大柿高
校３年向井彰吾君(左)、中野大祐君(中)、早稲田悠生君④
掘り起こされるタイムカプセルとそれを見守る出席者

①

②③
④


